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「
上

の
人

々
」

と

「
下

の
人

々
」

オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
社
会
に
お
け
る
開
発
と
階
層
化

信

田
　
敏

宏
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一　

は
じ
め
に

　
英
国
植
民
地
期

に
ペ
ラ
博
物
館
長
と
し
て
活
躍
し
、

日
本
占
領
期
に
不

慮

の
死
を
遂
げ
た
人
類
学
者

ヌ
ー

ン
は
、

そ
の
論
考
に
お
い
て
、
ト

ゥ
ミ

ア

(寒

ミ

ミ

"
マ
レ
ー
半

島

の
先
住

民

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

(
O
ミ
薦

謎
のN賊
)
の
下
位
民
族
集
団

の

一
つ
)
は

マ
レ
ー
化

(イ
ス
ラ
ー
ム
化
)
し

な

い
限
り
、
生
存

の
道
は
な
い
と
し
て
、

マ
レ
ー
化
を
半
ば
容
認
す
る
主

張
を
行

っ
て
い
た

[り4
0
0
Z
国
]-㊤
ω
O
日
α
『
]
。
そ

の
背
景

に
は
、
ジ

ャ
ン
グ

ル
を
出
て
、

マ
レ
ー
人
の
多
く
住
む
下
流

の
村
落
で
生
活

し
は
じ
め
た
ト

ゥ
ミ
ア
の
人

々
の

一
部
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗

し
、
「
マ
レ
ー
人
」
と

な

っ
た
も
の
の
、
周
囲

の
マ
レ
ー
人
社
会

に
溶
け
込
む
こ
と
が

で
き
ず
、

親
族

の
住

む
ジ

ャ
ン
グ

ル
に
再
び
戻

っ
て

い
く
状
況

が
存
在
し

て

い
た

[Z
O
O
z
国
目㊤
ω
①
"
α
①
-
零
]
。
ヌ
ー
ン
は
そ
う
し
た
状
況
を
憂
慮

し
て
、
右

記
の
主
張
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ゥ
ミ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

の
文
化

の
保

護

を
主

張

し

て

い
た

ヌ

ー

ン
は

、

オ

ラ

ン

・

ア

ス
リ

の
文

化

を

破
壊

す

る
と

し

て
、

オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ

に
対

す

る
キ

リ

ス
ト

教

の
宣

教

活

動

を
批

判

し

て

い
た

[Z
O
o
z
国
お

ω
①
"
α゚
。]
。

キ
リ

ス

ト
教

に
改
宗

し

て

マ

レ
ー
人

社

会

と

の
摩

擦

が

生

じ

る
よ

り

も
、

周

囲

の

マ
レ

ー
人

と

の
融

和

を

は

か

る

た

め

に
イ

ス

ラ

ー

ム

に
改

宗

す

る

こ

と

を

、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

の
生

存

戦

略

と

し

て
主

張

し

た

の

で
あ

る
。

　

こ
う

し

た

マ
レ
ー

化

(イ

ス
ラ

ー

ム
化

)

論

は
、

マ
レ
ー

シ
ア
独

立

以

降

の

い
わ

ゆ

る

「
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ
政

策

」

に
部
分

的

に

で
は

あ

る

が
反

映

さ

れ

て

い

っ
た

。

一
九

六

一
年

の
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ
政

策

の
指
針

の
な

か

で
は

、

オ

ラ

ン

・
ア

ス

リ

の

マ
レ
ー
社

会

へ
の
統

合

が
提

唱

さ

れ

て

お

り

[O
O
〈
男

z
ζ
国
z
↓
o
閃
ζ
津

〉
話

H>
お
①
昌

、

一
九

七
〇

年

代

以
降

の
ブ

ミ
プ

ト

ラ
政

策

下

で
は

、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

の
経
済

開

発

政

策

は
、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ
社

会

の
経

済

レ
ベ

ル
を

引

き
上

げ

、

最

終
的

に
は

マ

レ
ー
社

会

へ
統

合

さ

せ

る

こ
と

を
意

図

し

た

も

の

で

あ

っ
た

[○
第

喫

　

H㊤
①
。。
"
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ζ

○
巴

゜
幻
¢
ωタ

z

お

起
]
。

ま
た

、

同
時

期

に
は

、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

の

イ

ス

ラ

ー

ム

化

論

が

試

み

ら

れ

て

お

り

[
bd
>
=
〉
勾
o
Z

H
㊤
①
。゚
"
O
>
幻
題

一
㊤
ざ

]
、

一
九

八

三
年

に

は

オ

ラ

ン

・
ア

ス

リ

局
が

公

式

に

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

に
対

す

る

イ

ス
ラ

ー

ム

化

政

策

を

表

明

し

た

ロ
ロ
国
O
>

一
Φ
。。
ω
]
。

一
九

八

〇
年

代

以

降

の
イ

ス

ラ

ー

ム
化

政
策

で
は

、

イ

ス

ラ

ー

ム
化

を

目

的

と

し

た

経

済

開

発

政

策

が

表

明

さ

れ

て

い
る

。

(イ

ス
ラ

ー

ム

化

を

含

意

す

る

)
緩

や

か
な

マ

レ
ー
化

か
ら

(イ

ス

ラ
ー

ム

化

を
全

面

に
押

し

出

す

)

性

急

な

イ

ス
ラ

ー

ム
化

ま

で
、

統

合
政

策

と

同

化

政
策

と

い
う

振

り

子

の
中

に

、
今

日

の
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

政
策

は
存

在

し

て

い
る

と
言

っ
て

も
よ

い

[o
h

信

田
　

一
九

九

九
]
。

　
調
査
地
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

(§

§

ミ
鑓

b
ミ
適
§

建

ミ
ミ

H
仮

名
)

(図

一
参
照
)
は
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
右
記

の
意

図

の
下
、
経

済
開
発
計
画
が
他

の
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
の
村

に
先
駆
け
て
実
施

さ
れ
、

い

わ
ば
政
府

に
よ
る
開
発
の
モ
デ

ル
村

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

っ
た
村

で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
初
頭

に
、
当
時
の
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
局
長
官
で

あ

っ
た
バ

ハ
ロ
ン

[じU
>
霞
〉
閃
o
z

目
零
呂

が
、
ド
リ
ア

ン

・
タ

ワ
ー
村

に

お
い
て
人
類
学
的
調
査
を
実
施

し
た

こ
と
も
、
経
済
開
発

の
対
象

と
な

っ

た
所
以
で
も
あ
る
。
経
済
開

発
は
、
将
来
的
な

マ
レ
ー
化

(す
な

わ
ち
イ

ス
ラ
ー
ム
化
)
を
意
図
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

　

オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
当
局

に
は
、
経
済
開
発

に

よ

っ
て
経
済

レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
た
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
人

々
を
イ

ス
ラ
ー
ム

へ
改
宗

さ
せ
る
こ
と
で
、

「オ

ラ
ン

・
ア

ス
リ

の
イ

ス
ラ
ー

ム

化
」

の
模
範
と
す
る
意
図
が
存
在
し

て
い
た
。

し
か
し
、
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村
で
は
、
当
初
は
開
発
計
画
を
拒
絶
し
、
後

に
は
開
発
計
画

か
ら
排

除

さ
れ
て
い

っ
た
経
済
的
な
貧
困
層

(後
述
す
る

「下

の
人
々
」
)
を
中

心

と
し

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に

「名
目
的
」
に
改
宗
す
る
人
々
が
増
え
る
事

態

と
な

っ
て
い
る
。
逆

に
、
本
来

の
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
の
対
象

で
あ
る
は

ず

の
人

々

(後
述
す
る

「上

の
人
々
」
)
は
、
名
目
的
な

イ

ス
ラ
ー

ム
改

宗
者
た
ち

へ
の
反
発
か
ら
、

イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
そ
の
も
の
に
対
し
て
も

抵
抗

の
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
政
府

の
意
図
す
る

経
済
開
発

の
延
長
線
上

に
あ

る

「
イ

ス
ラ
ー

ム

へ
の
改
宗
」、
あ

る
い
は

マ
レ
ー
社
会

へ
の
統
合

・
同
化

が
、

ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村

の
場
合

に

は
、
政
府

の
意
図

と
は
逆
の
現
象
と
し
て
表
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿

で
開
発
現
象
を
考
察
す
る
に
際
し
て
、
筆
者
は
、
開
発
が
経
済
状

況
ば

か
り
で
な
く
人

々
の
意
識
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
変
え
て
し
ま

う
点

に
注
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
開
発
を
拒
否
し
た
人
々
が
開
発
と
結
び

つ
い
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
選
択
し
、
開
発
を
受
け
入
れ
た
人
々
が
イ

ス
ラ
ー

ム
化
を
拒
否
し
て

い
る
と
い
う
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
現
実
が

存
在

す
る
か
ら
で
あ

る

[信
田
　

一
九
九
九
]
。
開
発
計
画
と

い
う
制
度

の
下

で
は
、
開
発
を
拒
絶
し
て

い
る
人
々
が
結
果
的

に
開

発
が
も
た
ら
す

価
値
基
準
を
受
け
入
れ

て
し
ま
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
貧
し
さ
を

知

ら
な

か

っ
た
人

々
が
自
分
た
ち
の
貧
し
さ
を
知

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
。
逆

に
、
開
発
を
受
け
入
れ
た
は
ず

の
人
々
が
、
開
発
を
も
た
ら
し
た

国
家

に
抵
抗
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
開
発

に
よ

っ
て
獲
得
し

た
地
位
を
維
持
し
そ

の
真
正
性
を
強
調
す
る
た
め

に
、

(開

発
の
言
説

に

反
す
る
)
「
伝
統
」

(例
え
ば
、
ア
ダ

ッ
ト
)
を
政
治
的
に
流
用
す
る
場
合

も
あ

る
。
こ

の
よ
う
な
開

発

に
ま

つ
わ
る
村

レ
ベ
ル
の
様

々
な
現
象

を

「開
発

の
人
類
学
」

[足
立
　

一
九
九
五

二

二
九
1

=
二
三
]
と
し
て
記



ヱ3ヱ 「上 の人々」 と 「下 の人々」
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ヱ32

述

・
考
察
す
る
こ
と
が
、
筆
者

の
さ
し
あ
た

っ
て
の
課
題
で
あ

る
。

　

そ
う
し
た
課
題

を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
本
稿

で
は
、
開
発
計
画

に
よ

っ
て
生
じ
た
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
階
層
化

(階
層
意
識
の
生
成
)

の

問
題
を
扱
う
。
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

は
ト
ゥ
ム
ア
ン

(
冒

§
ミ
§

)
と

範
疇
化
さ
れ
る
人
々
の
村

で
あ
る
が
、
ト

ゥ
ム
ア
ン
社
会
は
、
平
等
社
会

が
強
調
さ
れ
る
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
社
会

に
お

い
て
、
位
階
的
な
社
会
構
造

を
持

つ
社
会

と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る

[出
o
O
u

H
り
。゚
㊤]
。

こ
う

し
た
オ

ラ
ン

・
ア
ス
リ
社
会

の
社
会
組
織
論

に
お
い
て
、

ト
ゥ
ム
ア

ン
社
会

の
代

表
例

と
し
て
ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

は
し
ば

し
ば

取
り
上
げ
ら

れ
て

い

る
。

バ

ハ
ロ
ン

[
Ud
駐

〉
召

z

一
零
ω
]
が

一
九
七
〇
年
代
初
頭

に
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ

ー
村

で
人
類

学

的
調

査
を

実
施

し

た
当
時

は
、
バ

テ

ィ

ン

(窪

蛛ミ
)

な

ど

の

ア
ダ

ッ
ト

・
リ

ー

ダ

ー

(
隷
§

魎§

亀
§

、)

を

上

層

と
す
る
階
層
は
存
在

し
て
い
た
も
の
の
、
村
人
の
間

の
経
済
的
格
差

は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
、
筆
者
が
調
査
を
実
施
し
た
時
点

(
一

九
九
六
年
-

一
九
九
八
年
)
で
は
、
開
発
計
画
に
よ

っ
て
村
人
の
経
済
的

格
差
が
広
が

っ
て
お
り
、
村
人
は

「上

の
人
々
」
と

「
下

の
人
々
」
と

い

う
範
疇

で
分
類
さ
れ
、

そ
こ
に
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

に
お
け
る

(開
発

に
よ
る
)
階
層
化
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
た
。

　

本
稿

で
は
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
歴
史
を
紐
解

き
な
が
ら
、
開
発

計
画
の
結
果
と
し
て
生

じ
た
村
人
の
範
疇
化
を
記
述

・
考
察
す
る
。
本
稿

で
対
象
と
す
る

の
は
、
開
発
計
画

が
進
行
す

る
に

つ
れ

て
精
鋭

化
し
た

「
上
の
人
々
」
と

「
下

の
人
々
」

と
い
う

ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
村
人

の
範
疇

の
生
成
過
程

で
あ
る
。
村
人
が
使
用
す
る

「上
」
と

「
下
」

と
い

う
言
葉

に
は
、
単
な
る
地
理
的
な
位
置
ば

か
り
で
な
く
、
村
社
会

の
な
か

の

「上
層
」
と

「下
層
」
と

い
う
階
層
意
識

が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
稿

で
は
、
「
上
の
人
々
」

と

「
下

の
人

々
」
と

い
う
範
疇

の
生

成

の
歴
史
を
た
ど
り
、
今
日

の

「
上
の
人
々
」
と

「下

の
人
々
」

の
経
済
状

況
を
比
較
し
、
開
発
計
画

の
結
果
と
し

て
生
じ
た
階
層
化
が
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持

つ
の
か
を
考
察
す
る
。

ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
に
お
け
る
移
住
史
と
称
号
継
承
の

政
治
学

　

1
　
移
住
小
史

　
今

日
の
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村
は
、
森

の
生
活
を
中
心
と
し
た

「
伝
統

的
」

な
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ

の
集
落

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
。
集
落

の
歴

史
か
ら
、
彼
ら
が
避
難

の
た
め
に
移
動
を
繰
り
返
し

て
き
た
こ
と
が
分
か

る
。
実
際

に
、
そ
の
移
動
過
程
の
中

で
今
日
の
親
族
関
係
は
形
成

さ
れ
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
歴
史
を
、
バ

ハ

ロ
ン
の
記
述

[切
〉
国
〉
閃
o
Z

H
旨
ω
"
α
①
よ
出

を
参
照

し
な
が

ら
、
簡

単

に
振

り
返

っ
て
み
る
。

　

ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
人
々

の
祖
先
バ
テ

ィ
ン

・
バ

ニ
ン

(窪

§

津

ミ
凝

)

と
そ

の
親
族

た

ち
が

ヌ
グ

リ

・
ス

ン
ビ

ラ

ン
州

(≧
偲
鳴適

縛
§
ミ
ミ
ミ
)
の
タ
ン
ピ

ン

(§

§

§
)
方
面
か
ら
ド

リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー

村

の
南
側

に
移
住

し
て
き
た

の
は
、

バ

ハ
ロ
ン
が
調
査
を
行

っ
た
時
か
ら

一
世
紀
以
上
前

の

一
八
七
〇
年
代
頃

の
こ
と

で
あ

っ
た
と

い
う

(移

住

①
)

(本
節

の
ド

ゥ
ス
ン
お
よ
び
居
住
地

の
位
置

に
つ
い
て
は
図
二
を
参

照
)
。
彼

ら

が

最

初

に
落

ち
着

い
た

ド

ゥ

ス

ン

・
イ

ラ

ム

(b
§
§

ミ

§
)

に
お
い
て
、
陸
稲

・
タ
ピ

オ
カ

・
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な

ど
の
焼

畑
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耕

作

を
行

い
、

ド

リ

ア

ン

の
木

を

植

え

た

と

い
う

。

　

バ

テ

ィ

ン

・
バ

ニ

ン

と

そ

の
妻

が

ウ

ル

・
ブ

ラ

ナ

ン

(
S

ミ

ヒロ
ミ
ー

§

黛
鑓

"
今

日

の

ヌ
グ

リ

・
ス

ン
ビ

ラ

ン
州

と

ス
ラ

ン
ゴ

ー

ル
州

の
境

界

付

近

)

に
ド
リ

ア

ン
収

穫

に
出

か

け
、

マ
レ

ー
虎

に
遭

遇

し

て
殺

さ

れ

て

し

ま

う

と
、

バ

テ

ィ

ン

・
バ

ニ
ン

の

「母

方

イ

ト

コ
」

で
あ

っ
た

ピ

ン
ダ

(国

謡
§

隷
)

の

「
マ
レ

ー

人
」

夫

バ

テ

ィ

ン

・
シ

ゥ

ン

ト

ゥ

ン

(寒

妹§

　
　
　
　

(1
)

9
§

ミ
亮

)
が

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
引

き
継

い
だ
。
そ

し
て
、

一
八
八

〇
年
代
こ
ろ
に
バ
テ

ィ
ン

・
シ
ウ

ン
ト
ゥ
ン
に
率

い
ら
れ
た
人
々
は
、
ド

゜

ウ
ス
ン

・
イ
ラ
ム
付
近
か
ら
現
在

の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
居
住
地
付

近

に
移
住
し
た

(移
住
②

)。

そ
し
て
、
そ

こ
で
水
田
耕
作
を
は
じ

め
た

と

い
う
。
ド
リ

ア
ン
収
穫
期

に
は
、
近
隣

の

マ
レ
ー
人
親
族
を
招

い
て
、

ド
リ
ア
ン
や
そ

の
他
の
果
物
を
共
食

し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
ド
リ
ア
ン

収
穫
期
に

マ
レ
ー
人
を
招
く
習
慣
は
日
本
軍

の
マ
レ
ー
半
島
侵
攻
ま
で
続

い
た
。

　

バ

テ

ィ

ン

・
シ
ウ

ン

ト

ゥ

ン

の
娘

の
夫

ボ

ン

ス

(ヒO
o
毒

ミ
)

が

、

一

九

二
〇
年

頃

に
次

の
バ

テ

ィ

ン

の
称

号

を
継

承

し

て

、

バ

テ

ィ

ン

・
シ

ウ

ン
ト

ゥ

ン

の
息

子

ア

リ

(工
N帖)

は

ジ

ェ
ク

ラ

の
称

号

を

名

乗

っ
た
。

当

時

の
ジ

ェ
ル
ブ

曾

貯
ミ

)

の
ウ

ン
ダ

ン

導

&
、
硲

ミ

』
勘

(H°。
ゆ

ゆ
-

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(2
)

H
8

α
)
、
b
ミ
。
、
謎
ミ

ミ
ミ
ミ

(H㊤
O
α
I
H
㊤
心
㎝
)

は

彼

ら

を

ワ

リ

ス

・
デ

ィ

・
ダ

ラ

ム

(
導

喜

b
凡§

ミ
ミ

"
奥

地

の
親

族
)

と

呼

び

、

近

し

い

関

係

に
あ

っ
た

と
伝

え

ら

れ

て

い

る
。

　

バ
テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス
の
時

代

(
一
九

二
〇

年

ー

一
九

四
〇

年

)

に
、
近

隣

の

ラ

カ

イ

(卜
幕

ミ

)
村

の

バ

テ

ィ

ン

・
ド

ゥ

ラ

ン

(しロ
ミ
ミ

b
ミ
貯
鑓

)

や

今

日

の

ダ

ラ

ム

(])
巴
蝉
目

)
村

付

近

の

チ

ェ

ル

ゴ

ン

(○
曹

悪

§
)

の
バ

テ

ィ

ン

・
ケ

セ

ッ

ト

(惣

職
§

漆

の
ミ

"
バ

テ

ィ

ン

・

ボ

ン

ス
の
実

兄

)

は

ド

リ

ア

ン
収

穫

期

に
招

か
れ

て

ド
リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー

村

を

訪

れ

て

い
た

。

そ

の

た
め

、

ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

の
人

々

は

ラ

カ

イ

や

チ

ェ
ル
ゴ

ン

の
人

々

と
通

婚

関
係

を

持

つ
よ

う

に
な

っ
て

い

っ
た

と

い
う

。

一
方

、

ジ

ェ
ク

ラ

・
ア
リ

に
率

い
ら

れ

た

人

々

は
、

バ

テ

ィ

ン

・

ボ

ン

ス

に

率

い

ら

れ

た

人

々

と

離

れ

て
、

現

在

の

シ

ア

ラ

ン

(紹

ミ
亮

)

付

近

に
移

住

し

た

(移

住

③

)
。
ジ

ェ
ク

ラ

・
ア

リ

の
息

子

ド

ゥ

ラ

マ
ン

(b
馬
ミ
ミ
§

)

が

次

の

バ

テ

ィ

ン

の
称

号

を
継

承

し

て

シ

ア

ラ

ン

に
留

ま

っ
た

の

で

、

バ

テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス

の
息

子

レ

ワ

ッ

ト

(卜
§
、ミ
)

が

ム

ン
ト

ゥ
リ

の
称

号

を

継

承

し

て

旧

バ

テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス

派

の
リ

ー
ダ

ー
と

な

っ
た
。

こ

こ

に
、
ジ

ェ
ク

ラ

・
ア
リ

派

と

ム

ン

ト

ゥ

リ

・
レ
ワ

ッ

ト
派

が

形
成

さ
れ

た

(以
下

、

ア

リ

派

と

レ

ワ

ッ
ト
派

と

表

記

す

る
)
。

　

日

本

軍
占

領

期

に
、

バ

テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス

の
娘

の
夫

パ

ン
リ

マ

・
セ

ン

(ぎ

鑓

ミ
§
§

縛

鑓

"
華

人

)

は

日

本

軍

に
捕

ま

り
殺

さ

れ

た

が
、

彼

を

か
く

ま

っ
た

と
し

て
日
本

軍

の
怒

り

を

か

っ
た

(と
判

断

し

た

)

ド
リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー

村

の
人

々

は
、

森

の
奥

へ
避

難

し

た

(移

住

④

)
。

今

日

の

ド

ゥ

ス

ン

・
パ

ー

(b
§
ミ
§

壽

隷
)

や
ド

ゥ

ス

ン

・
ガ

テ

ィ

(b
§
ミ
§

曾

赴
)

に
お

い

て
、

こ
れ

も

ま

た

華

人

を

か

く

ま

っ
た

と
し

て

日

本

軍

の
襲

撃

を
恐

れ

て
逃
げ

て

き
た

ダ

ラ

ム
村

や

チ

ェ
ル

ゴ

ン

の
人

々

と
合

流

し

た

の
で

あ

る
。

日

本
占

領

期

の
混

乱

が
落

ち
着

く

と
、

ド

ゥ

ス
ン

・
ス

ル
ガ

(b
器
§

縛
§

勘
)
付
近
に
ま
で
森
か
ら
出

て
き
た
と
い
う
。

　
日
本
軍
が
降
伏
し
て
、
英
連
邦
軍
か
ら
そ
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
人

々

は
、
森
か
ら
出

て
く
る
よ
う

に
な

っ
た
。

ア
リ
派
は
シ
ア
ラ
ン
に
戻
り
、



「上 の人々」 と 「下 の人々」135

レ
ワ

ッ
ト
派
は

(日
本
軍
占
領
期
以
前
と
は
異
な
る
)
旧
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村
付
近

に
住
む
よ
う

に
な

っ
た

(移
住
⑤
)
。
そ

の
後
、
非
常
事
態

宣
言
期
に
入
る
と
彼
ら
は
、
英
連
邦
軍

の
軍
事
政
策

に
よ

っ
て
、
プ
ラ
ド

ン

(諫

§
§
轟

)
付
近

の
再
居
住
地

で
避
難
生
活

を
行
う

よ
う

に
な

る

　
　

(3
)

(移
住
⑥
)
。
そ

こ
に
集

ま

っ
た
人
々
は
、

こ
の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
や

ラ
カ
イ
の
人
々
ば
か
り
で
な
く
、
ク
ナ
ボ
イ

(き

§
暮
ミ
)

や
ク
ア
ラ

・

ク
ラ
ワ
ン

(内
ミ
蟄
ミ

漆

ミ
ミ
轟
鑓

)
方
面

の
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
の
人
々
で

あ

っ
た
。
そ

の
人
数

は
四
〇
〇
名

ほ
ど

で
あ

っ
た
と
い
う
。

　
プ

ラ
ド

ン
に
お

い
て
、
そ
れ
ま
で
の
生
存
経
済

の
他

に
、
ゴ
ム
を
植
え

た
り
、

マ
レ
ー
人
の
ゴ
ム
を
採
取
す
る
賃
金
労
働

を
行

っ
た
り
と
、
ゴ

ム

採
取

に
よ
る
現
金
収

入
の
仕
事
が
ト
ゥ
ム
ア

ン
経
済

に
導
入
さ
れ
た
。

一

九
五
六
年
ま
で

に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
人

々
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
に
戻

る

こ
と
を
許

さ
れ
た
。

ア
リ
派
は

シ
ア
ラ
ン
に
、

レ
ワ
ッ
ト
派
は
旧
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
戻

っ
て
き
た

の
で
あ

る
。
ア
リ
派
は
そ

の
後
分
裂
し

て
、

一
部

の
人
々
は
現
在

の
ジ

ェ
ラ
ワ
イ

q
町ミ
ミ
ミ
)
付

近

に
移
住

し
た

(移
住
⑦
)
。

　

一
九
六
六
年

に
バ
テ

ィ
ン

・
ド

ゥ
ラ

マ
ン
が
亡
く
な

っ
て
か
ら

一
年

後
、
現
在

の
バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が
バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継
承

す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九

六
七
年
三
月

二
七
日

の
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、

バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
は
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
局
職
員

で
あ
り
、
二
人

の
妻
た
ち
は
ダ

ラ
ム
村
に
住
ん

で
お
り
、
ダ

ラ
ム
村
を
そ
の
本
拠
地
と
し

　
　
(4
)

て
い
た
。

し
か
し
、
バ
テ
ィ
ン
の
称
号

を
継
承
し
た
後
、
妻

の

一
人
と
そ

の
子
供

た
ち
を
旧

ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村

に
住

ま
わ
せ
、
自

ら

は
オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ

局
職

員

と
し

て
同

じ
プ

ル

タ

ン
地

区

に
あ

る

プ

ト

ラ

(聖

妹§
)
村

の
オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ
局
出
張
所

に
勤
務

し

て
、
バ
テ

ィ
ン

と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
際
に
は
ド
リ
ア

ン

・
タ

ワ
ー
村
を
訪
れ
た
。

そ
し
て
、

一
九
七
〇
年

の
家
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
、
旧
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
に
住

ん
で
い
た

レ
ワ
ッ
ト
派
の
人

々
は
現
在

の
居
住
地

に
移
住

し
た

の
で
あ
る

(移
住
⑧
)
。

　
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
移
住

の
歴
史
を
振

り
返

っ
て
み
る
と
、
バ
テ

ィ
ン

・
バ

ニ
ン
ら
が
タ
ン
ピ

ン
方
面

か
ら
ド
ゥ
ス
ン

・
イ
ラ
ム
に
や

っ
て

来
た
と
い

っ
て
も
、
彼
ら
が
本
来

は
ど

こ
か
ら
来
た

の
か
、
そ
し
て
何
者

な
の
か
と
い
う
こ
と
が
不
明

の
ま
ま
、
村

の
歴
史
が
始
ま

っ
て
い
る

こ
と

に
、
ま
ず
気

づ
く

だ
ろ
う
。
そ

の
後
、

パ

ハ
ン

(建

ぎ

轟

)

で
の
戦
争

が
原
因

で
逃
走
し
て
き
た
と
さ
れ
る

「
マ
レ
ー
人
」

シ
ウ

ン
ト
ゥ
ン

(
マ

レ
ー
人
名
は
不
明
)
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ

の
下
で
、
当
時
の

マ
レ
ー
首
長

ウ

ン
ダ

ン

(
§

§
鑓

)
の
傘
下

に
入
り
、

マ
レ
ー
人
と

の
交
流
が
は
じ

ま
る
。
英
国
植
民
地
期
末
期

に
は
、

い
わ
ゆ
る

「華
人
」

の
存
在
も
見
え

隠
れ
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
民
族
混
在
状
況
が
、
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
初
期

の
歴
史

を
彩

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が

い
わ
ゆ
る

「
マ
レ
ー
人
」
と

は
異
な
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

一
九

一
〇
年
代

に
こ
の
地
域
を
訪
問

し
た

エ
ヴ

ァ
ン
ス
の
調
査
報

告

[国
〈
〉]Z
ω
　
H
㊤
H
㎝]

か
ら
窺
え

る
。

エ
ヴ

ァ
ン
ス
は
、
近
隣

の
ジ
ャ
ク
ン
か
ら
の
情
報

に
よ

っ
て
、
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の

「ジ

ャ
ク

ン
誉
瀞
§

」
は
警
戒

心
が
強

く
、
森

の
生
活

を
好

み
、

マ
レ
ー
語
を
解
せ
ず
、

バ
テ
ィ
ン

(
シ
ウ

ン
ト
ゥ
ン
P
)
も
信
頼
で

き
る
人
物

で
は
な

い
と
し
て
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

へ
の
訪
問
を
行
わ
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な

か

っ
た
と
報
告
し

て

い
る

[国
く
諺
z
o。
H
㊤
嵩

二

〇呂
。
ド

リ
ア

ン

・
タ

ワ
ー
村

の
人
々
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉

す
る

マ
レ
ー
人
と
は
異

な
る

人

々
と
し
て
、

「
サ
カ
イ
」
や

「
ジ

ャ
ク

ン
」
と
呼
ば

れ
る
人
々
で
あ

っ

た

こ
と
は
こ
、の
こ
と
か
ら
確

か
で
あ
る
が
、
今
日

の
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー

村

の
口
承
史

か
ら

は
、
「
マ
レ
ー
人
」
や

「華
人
」
と
通
婚
関
係
を

も

つ

人

々
が

い
た
り
、
当
時

の
マ
レ
ー
政
体
と
親
密
な
関
係

を
持

っ
て
い
た
こ

と
が
分
か

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
態
は
ど
う
で
あ

れ
、
彼
ら

が

「
サ
カ
イ
」
、
「
ジ

ャ
ク
ン
」

と
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
彼

ら
の
そ
の
後
の

運
命
を
決
定
づ

け
て
い
く
。

　
日
本
軍
の
侵
攻

は
、
そ
う
し
た
彼
ら

に
と

っ
て
突
発
的
な
出
来
事

で
あ

っ
た
が
、
結
果
的

に
彼
ら
の
社
会

に
重
大

な
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と

に
な

っ
た
。
森
の
奥
深
く

に
避
難
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、

マ
レ
ー
人
社
会

か
ら

切

り
離

さ
れ

た
の
で
あ

る
。
日
本
軍
占
領

以
前

の

マ
レ
ー
人
と

の
関
係

(ド
リ

ア
ン
収
穫
期

の
訪
問
な

ど
)
は
、
そ

の
後
復

活
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
「非
常
事
態
宣

言
期
」

に
、
彼
ら

の
生
活

の
場

で
あ

っ
た

森

が
華

人
中

心
の
共
産

ゲ
リ

ラ
と
英
連

邦
軍
と

の
戦

場
と
化
し

た
こ
と

は
、
今
日
の
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
社
会

の
状
況
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な

っ

た
。
彼
ら
は
、

日
本
軍
占
領
期
と
は
異
な
り
、
共
産
ゲ
リ
ラ
の
協
力
者
と

い
う
疑

い
を
持

た
れ
、
森

か
ら
引
き
出

さ
れ
、
「
再
居
住
地
」
で
の
定
住

生
活
を
行
う
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う

し
た
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ

に

対

し
、
当
時
の
政
府
は
軍
事
的

に
も
行
政
的
に
も
、
何
ら
か

の
処
置
を
施

す
必
要

に
迫
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
今
日

の
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
は
、

こ
こ

に
誕
生
す

る
こ
と

に
な

っ
た
と
言

っ
て
も

い
い
。

こ
の
時

期

に
、
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
局

(当
時
は
原
住
民
局
)

の
設
置

(
一
九
五
〇
年
)

と
そ

の

規
模
拡
大

(
一
九
五
四
年
)
、
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
法

の
制
定

(
一
九
五
四

年
)
な
ど
、
今

日

の
オ

ラ

ン

・
ア
ス
リ
行
政

の
基
礎
が

つ
く
ら

れ
て

い

る
。

　
非
常
事
態
宣
言
期
が
終
息
し
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

に
戻

っ
て
き
た

人
々
は
、
も
は
や
以
前

の
彼

ら
と
は
異
な
る
人

々
に
な

っ
て
い
た
。
多
く

の
儀
礼
や
呪
術

に
関
す
る
知
識
は
失
わ
れ
、
森

で
生
活
す
る
た
め
の
知
識

そ
の
も

の
も
大
半

は
失
わ
れ
て
い
た

の
で
あ

る
。
避
難
民
と
し

て
の
生
活

は
、
彼
ら

の
生
業
す
ら
変
え
た
の
で
あ

っ
た
。
独
立
後
、
政
治

の
主
導
権

を
握

っ
た

マ
レ
ー
人
と

の
関
係
も

一
変
す
る
こ
と

に
な
る
。

オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ
と
範
疇
化

さ
れ
た
彼
ら
は
、
開
発
が
必
要
な
貧
し
い
民
と
し
て
、
そ

し
て
将
来
的

に
は

マ
レ
ー
人
社
会

に
統
合

さ
れ
る

べ
き
存
在
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が
、
バ
テ
ィ
ン
の
称
号

を
継
承
し
た

一
九

六
〇
年
代
は
、
ま
さ
に
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
と

マ
レ
ー
シ
ア
国
家
と

の
新

た

な
関
係
が
確
立

し

つ
つ
あ
る
時
代

で
あ

っ
た
。

　
2
　
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

　
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と
彼

の
兄
ジ

ェ
ナ

ン

こ
・、
サ
イ
が
"

一
九

七
〇
年
代
以
降
の
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
を
率

い
て
い
く
存
在
と
な
る
の

だ
が
、
彼

ら

の
父
親

は
前
述

の
日
本
軍

に
殺

さ
れ
た

「
華
人
」
で
あ

っ

た
。

日
本
軍
占
領
期

に
は
、
母
親

の
親
族
に
従

い
、
森
の
中

で
生
活
す
る

よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
、
父
親
が
大
工
を
し
て
い
た

マ
レ

i
村
落

で
過
ご
し
て
い
た
。

　
父
親

の
兄
弟
も

ま
た
、

オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ

女
性

と

「
結
婚
」
し

て
お
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り
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の

「
イ
ト

コ
」
た
ち
は
非
常
事
態
宣
言

期
に
共
産
ゲ
リ
ラ
と
し
て
英
連
邦
軍

と
闘

い
、
戦
死
し
た
と

い
う
。

バ
テ

ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と

の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
当
時
、
共
産
ゲ
リ
ラ

へ
の
協
力
を
疑

わ
れ
た
彼

は
、
非

常
事
態
宣
言

期

に
英
連
邦

軍
に
捕
ま

り
、

三
ヶ
月
ほ
ど
刑
務
所

に
投
獄
さ
れ
た
と

い
う
。
出
獄
後
は
、
英
連
邦

軍
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
森

の
道
の
案
内
や
荷
物
運
搬
人
と
し
て
働
く
よ
う

に
な
り
、
オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ
局

の
前
身

「原

住
民

局
」
が

設
置

さ
れ

る

と
、
職
員
と
し
て
雇

わ
れ
た
と

い
う
。

　
ヌ
グ
リ

・
ス
ン
ビ

ラ
ン
州

の
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
の
村

々
の

「開

発
」

の

先
遣
隊

と
し
て
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
は
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
局
職

員
と
し
て
働
く
よ
う

に
な

っ
た
。
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
局
は
、

バ
テ
ィ
ン

・

ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
を
通
じ
て
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
社
会

の
状
況
を
知
る
よ
う

に
な
り
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が
現
場
で
の
具
体
的
な
開
発
の
指

揮
を
と

っ
て
い
た
。
学
校
建
設
、
家

屋
建
設
、
会
館

(窪

Nミ

沁
ミ
匙
)
建

設
、
ゴ
ム
畑
な
ど

の
耕
作
地

の
開
拓
作
業
な
ど

の

「開
発
」
は
、
バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と

い
う
仲
介
役
を
通
し

て
実
施

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
職
員

と
い
う
立
場

で
は
あ
る
が
、

リ
ー
ダ

ー
と
し

て
の
資

質
が
人

々
に
認
め
ら

れ
て
い
た
彼
が
、

一
九
六
七
年

に
バ
テ
ィ
ン

の
称
号
を
継
承
し
た
こ
と
は
、
名
実

と
も

に
、
政
府

(オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ

局
)
と
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
の
村

の
仲
介
役

に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い

た
。
そ
れ
以
前

の
バ
テ
ィ
ン
に
は
、
称
号
保
有
者
と
し
て
の
権
威
を
保
持

し
、
外
部
世
界

(
マ
レ
ー
政
体
や
植
民
地
政
府
)
と

の
交
渉
役

と
い
う
役

割
が
確
か
に
存
在
し
て

い
た
の
だ
が
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
と
い
う
行
政

当
局

に
つ
な
が
る
権
威
は
そ
も
そ
も
存
在

し
て
い
な
か

っ
た
。

し
か
し
、

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

が

バ

テ

ィ

ン
の
称

号

を

継

承

す

る
頃

に
は
、

バ

テ

ィ

ン

の
称
号

は

ウ

ン
ダ

ン
や
英

国

植

民
地

政

府

で
は

な
く

、

マ

レ
ー

シ
ア
連

邦

政

府
内

の
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

局

に

よ

っ
て
承

認

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
て

い
た

の
で

あ

る
。

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

が

バ

テ

ィ

ン

の
称

号

を
継

承

し

た

こ

と
自

体

に
、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ
局

の
影

響
力

が

見

え
隠

れ

し

て

い

る
。

　

一
九
七

〇

年

代

以
降

の
ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

の
開

発

は
、

オ

ラ

ン

・

ア

ス

リ
局

長

官

で

も
あ

っ
た

バ

ハ

ロ
ン
と

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

の

関
係

、

す

な

わ

ち
、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

局

と

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト

の
関

係

を

抜

き

に
し

て
は

語

れ

な

い
。

バ

ハ

ロ
ン

の
調

査

が
可

能

に
な

っ

た

の
も

、

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト

の
助

力

が

あ

っ
た

か
ら

だ

と

い

う

。

ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

が

、
開

発

の

モ
デ

ル
村

と

さ

れ

る

の
も

、
仲

介

役

と

し

て

の

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

の
存

在

に
因

る

と

こ

ろ
が

大

き

い
。

　
3
　
称
号
継
承
の
政
治
学

　
称
号
保
有
者
は
、
紛
争
処
理
を
行
う
権
利
を
保
持
し
、
様
々
な
儀
礼

の

執

行

者

で

あ

り
、
特

に
、
バ

テ

ィ

ン

は
祖

先

か

ら

の
血

筋

(ぎ
ミ
下

§

§

)
や

エ
ル
モ
ー

(
鵠
ミ
ミ
u
邪
術
を
含

む
呪
術

の
知
識
)

の
継
承
者

と
し
て
人
々
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
坪
内

=

九
八
四
]
は
、
ヌ
グ
リ

・

ス
ン
ビ
ラ
ン
に
お
い
て
、
称
号

の
付
与

と
い
う
行
為
に
よ

っ
て
、
伝
統
的

な
王
国

の
政
治
体
系
が
維
持

さ
れ
て
き
た
と
論
じ
て

い
る
が
、
バ
テ
ィ
ン

も
ま
た
、

マ
レ
ー
の
伝
統
的
首
長
ウ

ン
ダ

ン
に
連
な
る
権
威
体
系

と
し
て

存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
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バ
テ

ィ
ン
の
称
号

の
継
承
は
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
に
お
い
て
は
、

母
系
原
理
に
基
づ

い
て
行
う
の
が
規
範
と
さ
れ
て
き
た
。
シ
ウ
ン
ト

ゥ
ン

や
ボ

ン
ス
は
、
正
統
な
継

承
者
が
成
長
す
る
ま
で
の

一
時
的
な

バ
テ
ィ
ン

保
有
者
と
見
な

さ
れ

て
い
た
。
ド

ゥ
ラ

マ
ン
も
然
り
で
あ
る
。
初
代
バ
テ

ィ
ン

・
バ

ニ
ン
と
同

一
の
母
系
出
自
集
団
に
属
す
る
者

た
ち
が
、
正
統

な

る
継
承
者

と
見
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ

ー
村

の
称
号
継
承
過
程
を
振
り
返

る
と
、
必
ず

し
も
母
系
の
原
理

で
称
号

が
継
承
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
々
の
政
治
状
況
の
中

で
、

い
わ

ば
称
号
継
承
が

「操
作
」
さ
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

バ
テ
ィ
ン
の
称
号

の
継
承
は
、

バ
テ
ィ
ン

・
バ

ニ
ン
か
ら
バ
テ
ィ
ン

・

ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

ま

で
既
述

し

た
が
、
バ

ハ
ロ
ン
の
記

述

[bd
>
鵠
夷

O
z

H
零
ω
二

嵩
山
卜。
Σ

を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
他

の
称

号
継
承

の
歴
史

を

振

り
返

っ
て
み
る

(図
三
参
照
)
。
そ
の
他

の
称
号

は
、
基
本

的

に
、
バ

テ
ィ
ン
が
付
与

す
る
称
号
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
称
号
継
承
過
程

の
歴

史

は
、

バ
テ
ィ
ン
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
、
す
な
わ
ち
、
村
内
政
治

の
歴
史

で
も
あ
る
。

①

[バ

テ

ィ

ン

・
バ

ニ
ン
]

　

バ

テ

ィ

ン

・
バ

ニ
ン

(B

1
)

の
時

代

に

は
、

他

の
称
号

保

有

者

は

、

ム
ン
ト

ゥ
リ
の
称
号
を
保
有
し
て
い
た
パ

ン
ク

(聖

遺

ミ
)

(M

1
)
だ

け

で
あ

っ
た

。

パ

ン

ク
は

バ

テ

ィ

ン

・
バ

ニ

ン
の

「
母

方

イ

ト

コ
」

で
あ

る

と

い
う

。

　
②

[バ
テ
ィ
ン

・
シ
ウ
ン
ト

ゥ
ン
]

　

バ
テ
ィ
ン

・
バ
ニ
ン
が

マ
レ
ー
虎
に
殺
さ
れ
て
亡
く
な

っ
た
時
、

バ
テ

ィ
ン
の
称
号

の
継

承
候

補
者

は
ア
リ

(
k
l
J

)
と

パ

ン
ジ

ャ
ン

(ミ

苧

甘
鑓

)

(M
2
)

で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
は
若
す
ぎ

た
と
言

わ
れ
る
。
し
た

が

っ
て
、

マ
レ
ー
人
で
も
あ
り
、
本
来
な
ら
ば

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継
承

す
る
親
族
的
位
置

に
い
な
か

っ
た

シ
ウ
ン
ト
ゥ
ン

(B
2
)
が
バ
テ
ィ
ン

の
称
号
を
継

承
す

る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
。
そ

の
後
、

ア
リ
は
ジ

ェ
ク

ラ
の
称
号
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
パ
ン
ジ

ャ
ン
は
ム
ン
ト
ゥ
リ
の
称

号
を
継
承
す
る
こ
と

に
な
る
。

シ
ウ

ン
ト
ゥ
ン
が

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継

承
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
彼

の
個
人
的
能
力
と

マ
レ
ー
首
長
ウ
ン
ダ

ン
か
ら

の
承
認
が
影
響
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

③

[バ
テ
ィ
ン

・
ボ

ン
ス
]

　
バ
テ
ィ
ン

・
ボ

ン
ス

(B
3
)
が
バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継
承
す
る
際
に

も
、

バ
テ
ィ
ン
と
し

て
の
個
人
的
能
力
と

マ
レ
ー
人
か
ら
の
承
認
が
要
因

と
し

て
存
在
し
て
い
た
。
ア
リ
や
パ

ン
ジ

ャ
ン
が

バ
テ
ィ
ン
継
承
候
補
者

と
し

て
浮
上
し
、
年
齢
的

に
も
妥
当

で
あ

っ
た
が
、
彼
ら
の
リ
ー
ダ

ー
と

し
て
の
資
質
を
周
囲

の
人
々
は
認
め

て
い
な
か

っ
た
と

い
う
。
ア
リ
自
身

も
父
親

シ
ウ
ン
ト
ゥ
ン
か
ら
バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継
承
す
る
こ
と
は

「
ト

ラ
ー
(ミ
ミ
討
)
」

(年
長
者

に
対
す
る
無
礼
を
は
た
ら
く
と
災

い
を
被

る
と

　
　
　
(5
)

い
う
信
仰
)
で
あ

る
と
バ

ハ
ロ
ン
に
は
釈
明
し
て
い
た
。

バ
テ
ィ
ン

・
ボ

ン

ス

は

バ

テ

ィ

ン

・
シ

ウ

ン

ト

ゥ

ン

の
娘

の
夫

(
ム

ナ

ン

ト

ゥ

"

§
§
§

ミ
)

で
あ

り
、
本
来

の
バ
テ

ィ
ン
継
承
者

で
は
な

か

っ
た
が
、

人
々
か
ら
請
わ
れ
て
バ
テ

ィ
ン
の
称
号
を
継

承
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い



Batin 
 Bl: Baning 
B2: Siuntung 
B3: Bongsu 
B4:  Deraman 
B5: Janggut

Mangku 
 Mgl: Sabat 
Mg2: Hamat 
Mg3: Ujang 
Mg4: Hasim

Menteri 
 MI: Pangku 
M2: Panjang 
M3: Lewat 
M4: Gumuk

Jenang 
Jgl: Kichoi 
Jg2: Misai

Jekerah 
Jkl:  Ali 
Jk2: Puyang 
Jk3: Sakit 
Jk4: Misai 
Jk5: Gumuk 
Jk6: Asang

a: Pindah 
b: Tepong 
c: Siti 
d: Badak 
e: Bangkong 
f: Tikak 
g: Aki Main

注1)Batinは 最高位 のアダ ッ ト・リー ダー 、　MangkuはBatin不 在時 の代理 、　MenteriはBatinの 補佐 、　Jenangは アダ ッ トの執行 ・保護 、

　　Jekarahは 村人全体の保護 とい った役割 をそれぞれ 担 うとされ る。
注2)番 号は世帯番号。村で は妻 方居住 を原則 としてい るが、例外 もある。 系図 では基本 的に婚入者(夫 あるいは妻)を 省略 して、世帯

　　間の親族関係 を示す こ とに した。

図3　称号継承系譜図



ヱ40

う

。
　

こ
の
こ
ろ
、

マ
ン
ク
ゥ

(§

曇

ミ
)

の
称
号
が
導
入

さ
れ
た
。
サ
バ

ッ
ト

(留

ひ
ミ
)

(晦

1
)

は

彼

の
娘

ム

ラ

イ

が

バ

テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス

の

息

子

レ

ワ

ッ

ト

(
卜
鳴
ミ
ミ

)

と

結

婚

し

た

た

め

、

ク

ナ

ボ

イ

(映
§

暮

鼠
)

か
ら

ド
リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

に

住

む

よ

う

に
な

り

、

ク

ナ

ボ

イ
時

代

の

マ
ン

ク

ゥ

の
称
号

を

そ

の
ま

ま
名

乗

っ
て

い
た

の

で
あ

る
。

サ

バ

ッ
ト

が

ク

ナ
ボ

イ

に
戻

り

そ

こ

で
亡

く

な

る
と

、

マ

ン
ク

ゥ

の
称

号

は

ハ

マ
ッ
ト

(§

ミ
ミ

)

(M㎎
2
)

に
継

承

さ
れ

た

。

ハ

マ

ッ
ト

は

マ

レ

ー

人

で
あ

っ
た

が
、

彼

の
娘

ル

バ
ー

ル

(卜
S
ミ

)

が

ア

リ

の
息

子

キ

チ

ョ
イ

(映
蹄
ぎ

軌)

と
結

婚

し

て

い

た

た

め

、

ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

に

住

む

よ
う

に
な

っ
て

い
た

。

ハ

マ
ッ

ト
は

数
年

ド
リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

に

住

ん

で

い
た

が
、

出

身

村

に
戻

り

そ

こ

で
亡

く

な

っ
た

と

い
う
。

こ

の
よ

う

に
、
当

初

、

マ
ン

ク

ゥ

の
称

号

は
、

バ

テ

ィ

ン

・
ボ

ン

ス

や

ジ

ェ
ク

ラ

・
ア
リ

が
、

そ

れ
ぞ

れ

の
姻

族

に
対

し

て

敬
意

を

示

す

た

め

に
用

い
ら

れ

て

い
た

の
で

あ

る
。

ウ

ラ

マ

ン

(b
鳴ミ
ミ
ミ
ミ
)

(B

4
)

に
継

承

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

そ

し

て
、

ア

リ

の
息

子

キ
チ

ョ
イ
が

ジ

ェ
ナ

ン

曾

謹

鑓

)

(㎏

1

)

の
称

号

を

保

有

す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

バ

テ
ィ

ン
継

承

候

補

者

の

一
人

で
あ

っ

た

レ
ワ

ッ
ト

(卜
§

ミ
)

(M

3
)

は

ム

ン
ト

ゥ

リ

の
称

号

を

継

承

す

る

こ

と

に
・な

る
。

ア

リ

が
息

子

ド

ゥ

ラ

マ

ン
を

バ

テ

ィ

ン

に
さ

せ
た

こ

と

は
、

レ

ワ

ッ
ト

派

の
人

々
か

ら

「
ア
ダ

ッ
ト

に

対

す

る
違

反

(ミ
鳴
ミ
亮

-

鷺

、

卜
§

、)
」

と
見

な

さ

れ

た
。

ア
リ

は
自

ら

の
ジ

ェ
ク

ラ

の
称

号

を
彼

の

母

の

「母

方

イ

ト

コ
」

の

息

子

の

息

子

に

あ

た

る

ポ

ヤ

ン

(婁

薦

)

(旗
2
)

に
継

承
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
う

し

て
、

ド
リ

ァ

ン

・
タ

ワ

ー
村

の
称
号

は

ム

ン
ト

ゥ

リ

・
レ
ワ

ッ

ト

を
除

け

ば

、

ア

リ
派

が

独

占

す

る

と

い
う
状

態

に
な

っ
た
。

す

で

に
、

ア

リ
派
,の
人

々

は

シ

ア
ラ

ン
に
移

住

し

て

い
た

の

で
、

事
実

上
、

ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー

村

の
人

々
は

レ

ワ

ッ
ト

派

と

ア

リ

派

に

分

裂

し

た

の

で

あ

る
。

そ

の
後

、

バ

テ

ィ

ン

・
ド

ゥ

ラ

マ
ン
と

ジ

ェ
ク
ラ

・
ポ

ヤ

ン

の
間

に

紛
争

が

発

生

し
、

ジ

ェ
ク

ラ

・
ポ

ヤ

ン
は
追

放

(ぎ

ミ
ミ
)

さ

れ

た
。

　
④

[バ
テ

ィ
ン

・
ド

ゥ
ラ

マ
ン
]

　
バ
テ
ィ
ン

・
ボ
ン
ス
が
亡
く
な
る
と
、

バ
テ
ィ
ン
継
承
候
補
者

と
し
て

彼
の
息

子
た
ち
が
浮
上

し
た
。
バ
テ
ィ
ン

・
バ
ニ
ン
と
同
じ
母
系
出
自
集

団

(プ

ル
ッ
ト

特
ミ
蛛
)
が
称
号

の
正
統
な
継
承
者
と
考
え
ら

れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ジ

ェ
ク
ラ

・
ア
リ
は
父
親
か
ら
バ
テ
ィ

ン
の
称
号
を
継
承
す
る

こ
と
は

「
ト
ラ
ー
(
ミ
ミ
隷
)
」

に
な
る
と
し

て
、

反
発
し
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
す
で
に
年
長
者
と
し
て
ア
リ

の
発
言
権
は

強
か

っ
た
。
ア
リ
の
影
響
力

の
下
、

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
は
ア
リ
の
息
子
ド

　
⑤

[バ

テ

ィ
ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト

]

　

バ

テ

ィ

ン

・
ド

ゥ

ラ

マ
ン

が

亡

く

な

る

と
、

バ

テ

ィ

ン
候

補

者

と

し

て
、

ミ

サ

イ

、

ジ

ャ

ン

グ

ッ

ト
、

バ

ダ

ッ

(野

§

瀞
)
、

バ

ン

コ

ン

(穿

慰

o
躇

)
の
名
が
浮
上

し
た
。

バ
テ
ィ
ン
候
補
者

の
選
択

に
最

も

影
響
力
を
持

っ
て

い
た
の
は
、
ア
リ
で
あ

っ
た
。

バ
ダ

ッ
と
バ
ン
コ
ン
は

年
齢

や
能
力
不
足
か
ら
候
補
者
か
ら
外
さ
れ
、
ミ
サ
イ
と
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

に
絞

ら
れ
た
。
当
初
、

ミ
サ
イ
の
と
こ
ろ
に
使
者
が
向
け
ら
れ
た
が
、
ミ

サ
イ
は

「
自
分
は
ア
ダ

ッ
ト
を
よ
く
知
ら
な

い
し
、
妻

の
村
ド
ゥ
ス
ン

・
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ク
ブ

ー
ル

(b
§
ミ
§

さ

蝕ミ

)
を
離
れ

る
わ
け

に
は
い
か
な

い
」
と
し

て
断

っ
た
と

い
う
。
そ

の
後
、
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
元

に
使
者
が
向

か
い
、

ジ
ャ
ン
グ

ッ
ト
は
バ
テ
ィ
ン
の
称
号

の
継
承
を
了
承
し
た

の
で
あ
る
。
称

号
は
母
系

の
原
理
で
継
承
さ
れ
る
の
で
、
ミ
サ
イ
と
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
兄

弟

の
父
親
が
華
人
で
あ
る

こ
と
は
称
号

の
継

承
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は

な
か

っ
た
が
、
ア
リ
自
身
は
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
言
動

に
不
満
を
持

っ
て
い

た
と

い
う
。
ミ
サ
イ

と
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
は
、
オ

ラ

ン

・
ア
ス
リ
局
職

員

(
ミ
サ
イ
も
ま
た
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局

の
仕
事

を
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
)

で
あ
り
、
弁
才

が
あ
り
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
資
質
を
認
め
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

バ
テ
ィ
ン
の
称
号

の
継
承
と
同
時

に
、
不
在

に
な

っ
て

い
た

マ
ン
ク
ゥ

の
称
号

が
ウ
ジ

ャ
ン

(§

鑓

)

(晦

3
)

に
継
承

さ
れ
て

い
る
。
ダ
ラ

ム
村
付
近

の
チ

ェ
ル
ゴ

ン
出
身

の
彼

の
キ

ョ
ウ
ダ

イ
の
親
族
集
団
も
ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

で

一
群
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
ウ
ジ

ャ
ン
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ジ

ャ
ン
の
姉
は
ム
ン
ト

ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ

ト
の
妻

ム
ラ
イ
で
あ
る
。
ま
た
、
追
放
さ
れ
た
ポ
ヤ
ン
が
保
有
し
て
い
た

ジ

ェ
ク
ラ
の
称
号
の
継
承
も
行
わ
れ
た
。
ジ

ェ
ク
ラ
の
称
号
は
、
ド
ゥ
ラ

マ
ン
の
娘

エ
ン
タ

ッ
ク

(寒

ミ
神
)

の
夫
サ
キ

ッ
ト

(縛
ミ
妹
)
(
諏
3
)

(パ

ハ
ン
出

身

)

に
継

承

さ
れ

る

こ

と

に
な

っ
た
。

　

こ

う

し

て

バ
テ

ィ

ン

・
ド

ゥ
ラ

マ
ン

の
死

後

、

レ
ワ

ッ
ト
派

は

バ

テ

ィ

ン

・
ム

ン
ト

ゥ

リ

・
マ

ン

ク

ゥ

の

三

つ

の
称

号

を

保

有

す

る

こ

と

に
な

り

、

ア

リ
派

は
ジ

ェ
ナ

ン

・
ジ

ェ
ク

ラ

の

二

つ

の
称

号

を

保

有

す

る

こ

と

に
な

っ
た

の

で
あ

る

。

　

ア
リ

の

死
後

、

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト

は

、

ジ

ェ
ク

ラ

・
サ

キ

ッ

ト
を
そ
の
能

力
を
持
た
な

い
と
し

て
ジ

ェ
ク
ラ
の
称
号
を
剥
奪
し
た
。
ジ

ェ
ク
ラ

・
サ
キ

ッ
ト
は
ジ

ェ
ク
ラ
と
し
て
の
任
務
を
行
わ
ず
、
人
々
か
ら

信
頼
を
失

っ
て
い
た
と

い
う
。
次

の
ジ

ェ
ク
ラ
候
補
者
と
し
て
、

バ
ダ

ッ

と
バ
ン

コ
ン

(
ス
ィ
テ
ィ

忽
職
を
母
祖

と
す

る
下
位
母
系

出
自
集
団

の

成
員
)
が
優
先
さ
れ
た
が
、
彼

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ジ

ェ
ク
ラ
の
称
号
継
承
を

「
ア
ダ

ッ
ト
を
知

ら
な
い
」
、
「
若
す
ぎ
る
」

な
ど
の
理
由

で
断

っ
た

と
い

う
。

ア
ダ

ッ
ト
に
従
え
ば
、
下
位
母
系
出
自
集
団
ど
う
し
が
順
番

に
称
号

を
保
有
す
る
こ
と
が
理
想
的
と
さ
れ
、

ス
ィ
テ
ィ
の
母
系
出
自
集
団
の
成

員

で
あ
る
バ
ダ

ッ
や
バ
ン

コ
ン
が
優
先

さ
れ
た
の
で
あ

る
。
結
局
、

(ム

ン
ト
ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ
ト
や
バ
テ
ィ
ン

・
ジ
ャ
ン
グ

ッ
ト
も
所
属
す
る
)
ト

ゥ
ポ
ン

(
智

o
誌

)
を
母
祖
と
す
る
下
位
母
系
出
自
集
団
の
成
員

で
あ

る
ミ
サ
イ
が
候
補
者
と
し
て
浮
上
し
て
、
ミ
サ
イ

(舐
4
)
が
ジ

ェ
ク
ラ

の
称
号
を
継
承
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

　

そ
の
後
、
ジ

ェ
ナ
ン
の
称
号
は
キ
チ

ョ
イ
が
亡
く
な

っ
た
後
、
ミ
サ
イ

(㎏
2
)

に
継
承

さ
れ
、
ジ

ェ
ク
ラ
の
称
号
は

ス
ィ
テ
ィ
を
母
祖

と
す
る

下
位
母
系
出
自
集

団

の
成
員

で
あ

る
グ

ム

ゥ

(O
鳴ミ
碁

)

(諏

5
)

(バ

ン
コ
ン
の
弟
)

に
継
承

さ
れ
た
。

マ
ン
ク
ゥ
の
称
号
は
、
ウ
ジ

ャ
ン
が
亡

く
な

っ
た
後
、
ム
ン
ト
ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ
ト

の
義

理
の
息
子

(ム
ラ
イ
と
先

夫

の
間

の
子

供
)

で
あ

る

ハ
シ
ム

(§

帖ミ
)

(晦

4
)

に
継
承

さ
れ

た
。
ウ
ジ

ャ
ン
と

ハ
シ
ム
は
同

一
の
母
系
出
自
集
団

に
属
し
、

マ
ン
ク

ゥ

の
称
号
は
こ
の
母
系
出
自
集
団
内

で
継
承
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
そ
の
際

に

了
承
さ
れ
た
と

い
う
。

ま
た
、
そ
の
他

の
称
号
も
ピ
ン
ダ
を
母
祖

と
す
る

母
系
出
自
集
団
内

(二

つ
の
下
位
母
系
出
自
集
団
が
交
互

に
)
で
継
承
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、

ア
リ
派

に
は
称
号
保
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有
者
は

い
な
く
な

っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
九
七
年
三
月
三

一
日
、

ム
ン
ト
ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ
ト
が
前
年

一
九
九

六
年

一
一
月

に
亡
く
な

っ
た
た
め

に
、
ム
ン
ト

ゥ
リ

の
称
号
は
グ

ム

ゥ

(M

4
)
に
継

承

さ

れ
、
ジ

ェ
ク
ラ

の
称

号

は
グ

ム

ゥ

の
弟

ア

サ

ン

(
k
6
J

)
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継

承
し
て
以
降
、

称
号
は

レ
ワ
ッ
ト
派

(今
日
の
バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派
)

に
集
め

ら
れ

て
い
っ
た
。
次
章
で
述

べ
る
が
、
こ
の
レ
ワ
ッ
ト
派
の
人
々
が
家
屋

建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
丘

の
上

に
移
住

し
、
「
上

の
人
々
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な

る
。
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
は
、
オ
ラ
ン

・
ア

ス

リ
局
と

い
う
後
楯
を
得
て
、
母
系

の
ア
ダ

ッ
ト
の
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
を
利
用

し

つ
つ
、
称
号

の
保
有
者
を
バ
テ
ィ
ン

・
バ

ニ
ン
の
母
系

出
自
集
団

(
レ

ワ

ッ
ト
派

の
中
核
)

に
戻
し
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
彼

が
正
統

な
バ
テ
ィ
ン
継

承
者

で
あ

る
こ
と
を
主
張

す
る

こ
と

で
も
あ

っ

た
。

　

こ
う
し

て
、
称
号
保
有
者
を
近
親

の
者
た
ち
に
集
中
し
て

い
っ
た
バ
テ

ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
で
あ

っ
た
が
、
そ

の

一
方

で
、
開

発
計
画
を
ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

で
実
施
す
る
よ
う

に
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
に
は
た
ら
き

か
け
、
富

の
分
配

と
い
う
開
発
に
関
わ

る
権
威

も
掌
握
し
て

い
っ
た
の
で

あ
る
。
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
の
開
発
史

に
は
、

こ
う
し
た
政
治
的
背
景

が
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　

村
人

の
範
疇
化
1

「上

の
人
々
」

と

「
下

の
人
々
」

今

日
の
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

で
は
、
村
人
は
い
く

つ
か

の
範
疇

に
分

類

さ

れ

て

い

る
。

「
上

の

人

々

」/

「下

の

人

々
」
、

「
ア

ダ

ッ

ト

・
グ

ル

ー

プ

(ミ

幕

貸
§

、)
」
/
「宗

教
グ

ル
ー
プ

(暦
ミ
暮

養

ミ
貸
)
」
/
「酔

漢
グ

ル
ー
プ

(辱
§
瀞
　
§
S
§

)
」
、
「
エ
ネ

ッ
ク
プ

ア

・
プ
サ
カ

(
§
簿
ぴ
§
隷

暦
ミ
器
ぎ
)
」
/
「
エ
ネ
ッ
ク
プ

ア

・
バ
カ
ー

(§
罫
魯§

謙

貯
勘
ミ

)
」/

「
エ
ネ

ッ
ク
プ

ア

・
ム

ン
ダ

タ

ン

(§
軸ぎ
§

譜

ミ
§

§
貯
凝

)
」
な
ど

が
そ

れ

で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
が
、

一
枚
岩

の
共
同
体

で

は
な

い
こ
と
を
表
現
し
て

い
る
。
実
際
に
、

こ
う
し
た
範
疇

に
分
類
さ
れ

た
グ

ル
ー
プ
の
問

で
様
々
な
対
立
が
表
面
化
し

て
い
る
。

　
本
稿

で
は
、

こ
れ
ら

の
範
疇

の
な
か
で
、

「上

の
人
々
」
/
「
下

の
人
々
」

と
い
う
村
人
の
範
疇
を
考
察

の
対
象
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、
そ

の
意
味
内

容

に

つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

　

レ
ワ
ッ
ト
派

(現

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派
)
の
人

々
は
、

一
九

七
〇
年

の
家
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
旧
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー

村

か
ら
現
在
の
丘

の
上

の
居
住
地

に
移
住

し
た
。
こ

の
家

屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
結

果
、
彼

ら
は
丘

の
上

に
住
む

こ
と
に
な

っ
た

の
で
、
「上

の

人
々
(
O
ミ
薦

謎
駐

)
」

(世
帯
番
号

一
か
ら
三
九
ま

で
)
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な

る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、

ア
リ
派
の
人
々
は
、
家
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
は

参
加
せ
ず
、

シ
ア
ラ
ン
に
と
ど
ま
り
、
そ

の
後
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々
が
ジ

ェ
ラ
ワ
イ
に
移
住

し
て
き
た
。
ま
た
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
、

ス
ラ

ン

ゴ
ー

ル
州
ブ
キ

ッ
ト

・
ラ
ン
ジ

ャ
ン

(ミ

ミ
、
貯

ミ
§

)

か
ら
移
住

し

て
き
た
ア
キ

・
マ
イ

ン

(ト
ミ

ミ
ミ
謡
)
派

の
人

々

(世
帯
番
号
五
六
か

ら
六
三
ま
で
)
は
、
移
住
当
初
は

「上

の
人
々
」

の
居
住
地
に
住
ん

で
い

た
が
、

そ
の
後
、
「
上

の
人
々
」

と
折
り
合

い
が
悪
く

な
り
、
ジ

ェ
ラ
ワ
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斜面ゴム畑

斜面
ゴム畑

果樹園斜面

果樹園

ドリア ン ・タワ ー村 居 住地図4

イ

の
端

に
移
住
し
て

い
る
。
ア
リ
派

と
ア
キ

・
マ
イ
ン
派

の
人
々
は
、
丘

の
下

に
住
ん

で
い
る
の
で
、
「下

の
人
々
(O
§
躇

ヒU
黛ミ
§

)
」

(世
帯
番

号
四
〇
か
ら
六
三
ま
で
)

と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

　

こ
の
村
人

の
範
疇
は
、
居
住
地

の
地
理
的
位
置

(図

四
参
照
)
に
基
づ

く
範
疇
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
基
本
的

に
は
、

レ
ワ
ッ
ト
派
と
ア
リ
派

の
親
族
間
の
対
立
構
造
を
反
映
し
た
範
疇

で
も
あ
る
。
称
号
継
承
と
い
う

文
脈

で
言
え
ば
、

レ
ワ

ッ
ト
派
は
初
代
バ
テ
ィ
ン

・
バ

ニ
ン
の
正
統

な
る

継
承
者
た
ち
を
そ

の
中
核
と
し
て
い
る
。

一
方
、
ア
リ
派
は
、
ま
さ
に
ア

リ

の
子
孫
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
親
族
集
団

で
あ
る
。
母
系
ア
ダ

ッ
ト
の

原

理

に
従
え
ば
、
ア
リ

の
子
孫

(
ア
リ
派
)
は
称
号

の
継
承
者

で
は
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
テ
ィ
ン
、

マ
ン
ク
ゥ
、
ジ

ェ
ナ
ン
、
ジ

ェ
ク

ラ
な
ど

の
称
号
が

ア
リ
派

に
付
与
さ
れ
た
の
は
、
絶
大
な
権
威
を
持

っ
て

い
た
ア
リ

(ア
リ
自
身
は
バ
テ
ィ
ン

・
バ

ニ
ン
の
正
統
な
継
承
者
)
の
影

響
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。

　

ま
た
、

こ
の
範
疇

に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
の
は
、
経
済
的
な
階
層

構
造
で
も
あ
る
。

「上

の
人

々
」
の
大
半

は
、

オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
局

に
よ

る
家

屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
も
判
断
で
き
る
よ
う

に
、

一
九
七
〇
年
代
以
降

の
政
府
主
導

の
開
発
計
画

に
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト
の
指
導
の
下

で
、
積
極
的

に
参
加
し
て
い

っ
た
。
彼
ら

は
従
来

の
狩
猟
採
集
活
動
を
主
流

と
し
た

「生
存

の
経
済
」

か
ら
ゴ
ム
採
取
を
中

心
と
し
た

「
農
業
」

へ
と
そ
の
生
業
を
転
換
さ
せ
て
い

っ
た
人
々
で
も
あ

る
。

一
方
、
「下

の
人

々
」
は
当
初

は
開
発
計
画

に
反
発
し
た
も

の
の
、

そ
の
後
は

「上

の
人
々
」
中
心

の
開
発
計
画

か
ら
半
ば

「
排
除
」
さ
れ
、

好

む
と
好

ま
ざ

る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
生
存

の
経
済
」
を
生
業

の
中
心
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表1

開発プロジヱク トの援助を受けたゴム畑聞き取 り調査男女別世帯人数

計
か

総

㍗

RISDA(3)

(エーカー)

RISDA(2)

(エーカー)

RISDA(1)

(エーカー)

JHEOA

(エーカー)

ゴ ム畑

(z一カー)

ドリア ン畑

(エーカー)

2

7

7

0

8

0

2

1

5

1

5

3

8

2

6

9

0

8

0

0

5

2

0

8

3

4

0

9

5

2

8

4

8

7
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7

2

2

4

5
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0
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3
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翫
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榊
L

q
い
q
桝
9

L
　
　
　
　
　
α

α
　
　
　
　臥

3
,
Z
　
　
　
　&

-
i
　
　　　
　　
1
　　
　　　
　　　
　　　
　1
　　　
　　　
1
　1
　
　　　り
白　　　
　　　り
自　　
　　　
　　　
　　　
り
白　　　
　-晶　　　
　1
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　1
　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　1
　1

6
。

0
0
1
厚4
0

　

　

　

　

9

　

&
a

3

7

7

0

8

0
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0
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0

0

8

0

0

9

0

0

9

0

0

2

0

8

0

2

0

5

0

2

6

2

8

5

5

7

0

乳

Z
　
　
4
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a
　
　
q
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0

0

0

0

0

1

7

0

歌
　
　
　
　
　
乳

6
,　
　
　

a
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　L

α

5

6

3

0

8

0

0

2

3

4

3
3

5

3

3
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2

0
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0
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0
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4
創　

凧
　
　
2
,　

a
　
　
L
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翫
　
　
　
　&

2

0

0

0

0

0

0

2

2

3

2

0

6

2

3

0

0

5

4

a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
　
　
　
　
　
　
　
　&

4

0

7

0

2

5

0

2

0

0

　

　

4
,　
　
　
nム

α

0

0

0

0

0

0

3

0

3

0

0

00
0
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0

0

0

A
V
O

O

O

O

2

0

0

　

　

　

　

底

3
0
0
0

3
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
3
0
3

4
0
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0
0
3
0

0
0
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0
0
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0
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0
3
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0
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0
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3
0
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3
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3
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8.5

2.5
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6.5

　 25

　 io
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　 io

　 19

14.5
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　　 3

　　 4
　 is
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　　 5

　　 9

　　 9

　　 3
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む
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a

2
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乳
　
　
3
・
1

1

1

乞

6

5

4

5

9

6

5

2

4

5

0

0

　

駄
　
　
翫

a

8
師
晒

ヨ

　

　

む

ヨ

リむ
　

む

ロ
リ
　

ロ
リ
む

む

　
ヒ
る

ヨ

む

む
ビ　
る

　

く　
　
り
　

る
ヨ

ロリ
　り
リリ
む

鑑

1

　

1
1

軌
1
1
3

　

1
鳳

a

鮮

昭
-。
　

位
㎝

α
　
　
α

に
り

る

ユ

リ
の
る

　

　

む

む

ヒ
ロ

む

ほ
り
む

に
り

　

ぼ
り

く
り

　

む

　

㎝
o。　
　
　
　
　
　
　

と

と

締
㈲

欝

3

器
世
番

6

z

4

　3

　6

　3

　5

　6

9

ii

8

s

9

22

　2

　7

　3

　7

　6

　s

　6

　6

　4

7

　7

1

4

2

8

8

1

7

5

7

2

3

6

7

1

7

1

9

7

3

9

4

8

4

7

6

5

6

6

7

4

2

6

6

5

　

　

　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
辱

6

2
5
1
5

4
4
4
1
2
3

4
1
0
6
1
4
1

1
4
5
4

1

0
4
6
5
3
2

4
2
4
1
5
1
2
1
3

4
2
6
1
1
4

3

0

1

1

3

1

2

4

3

5

5

2

6

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

5
2

4
3
2
1
6
2

1
3

1
4
3
7
6
3
4

0
2
3
4
1
3
5
4

4
1
5
2
4

ハO

PO

P
O

-

　i

　2

　3

　4

　5

　6

　z

　8

　9

io

ii

12

13

14

15

16

r7

18

19

20

21

22

23

24

25

zs

z7

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

総 197 is1 388 217.25 448 50 94.1 i20 139 403.9

注)世 帯調 査 とオ ラン ・アス リ局(JHEOA)・ ゴム小農開発庁(RISDA)

におけ る ドリア ン ・タワー村 関速 の資料 に基づ く。

 

と
し

て
き
た
人
々
で
あ
る
。
両
者

の
経
済
関
係

に

つ
い
て
は
後
述

す

る

が
、
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
開
発
計
画
が
進
行
す

る
に
つ
れ
て
、

両
者

の
経
済
的
格
差

は
広
が

っ
て
い
る
。

　
新
居
住
者
で
あ
る
ア
キ

・
マ
イ
ン
派
を
含
む

「下

の
人

々
」
の
耕
作
地

は
、
開
拓
を
積
極
的

に
押
し
進
め
た

「
上

の
人
々
」

の
そ
れ
と
比
較

す
る

と
、
相
対
的

に
そ
の
規
模

は
小

さ
い

(表

一
お
よ
び
表

二
参
照
)
。
し
た

が

っ
て
、
現
在
で
は
、
換
金
を
目
的
と
す
る
狩
猟
採
集
活
動
や
、
華
人
や

マ
レ
ー
人
が
雇

い
主
の
旦
雇
い
労
働
が
、
彼
ら
の
生
業

の
中
心

と
な

っ
て

い
る
。
森
林
伐
採

や
森
林
地
域

の
開
発

に
よ

っ
て
森

の
環
境
も
変
化
し
、

獲
物
や
森
林
産
物

が
減
少
し
、
従
来

の

「
生
存

の
経
済
」
だ
け
で
は
生
活

が
困
難

な
事
態
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。
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「上の人々」 と 「下の人々」の比較(一 世帯 あた りの平均値)表2

開発プロジェクトの援助を受けたゴム畑聞き取り調査男女別世帯人数

総 計

(エーカー)

　 8

3.9

6.4

RISDA(3)

　 (エーカー)

2.7

1.4

2.2

RISDA(2)

　　(エーカー)

2.4

1.1

1.9

RISDA(1)

　 (エーカー)

2.1

0.5

1.5

JHEOA

(エーカー)

o.z

O.9

0.s

ゴ ム 畑
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計

ー

総

陥

性

ー

女

陥器
4.6

i.5

3.4

6.13

6.21

6.16

3.15

2.83

3.03

2.97

3.38

3.13

「上の人 々」

「下の人 々」

　村 全体

四

「上

の

人
々
」
と

「
下

の

人

々
」

の
格
差

　

ー
　
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
に
お
け
る

　
　

　
開
発

　

一
九
七
〇
年
に
、
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
局

は
二
五
戸

の
家
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
で
実
施
し
た
。

一

九
七
〇
年
代
中
頃
、
旧
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ

ー
村
地
域
に
住
ん

で
い
た

レ
ワ

ッ
ト
派

の

人

々
は
、
今

日
の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
居
住
地

域

に
移

住
し

て
き

た

の
で
あ

る
。

一
九
七
九
年

に
は
水
道
が
、

一
九
八

四
年

に
は
電
気
が
通
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
八
六
年

に
は
ジ

ャ
ナ
ン

こ
・、
サ
イ
が

運
営
す
る
雑
貨
店
が
政
府

の
援
助

で
開
店

す

る
。

一
九
八
七
年

に
は

「
上
の
人
々
」

の
住
む
地
域

に
舗
装
道
路

が

つ
く
ら
れ
、

セ
パ

ッ

・
タ
ク

ロ
ー

(吻
魯
§

ミ
神
§
ミ
)

の
コ
ー
ト
が
建
設
さ
れ
た
。

一
九

八
八
年

に
は
、
自
力

で
ア
ダ

ッ
ト
会
館

(き

Nミ

ト
§

妹)
が
建
設

さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
代

に
は
、
ゴ
ム
の
開
発
計

画
が
実
施
さ
れ
る
。

一
九
八

一
年

に
は
、

ゴ

ム
加

工
施

設

が

ゴ

ム

小
農

開

発

庁

(菊
目ω
U
>
)

に

よ

っ
て
建

設

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ

ま

で

は

ム

ン
ト

ゥ
リ

・
レ
ワ

ッ
ト
や

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ
ン

グ

ッ
ト

の
指

導

で
行

わ
れ

て

い
た
自

力

に
よ

る

ゴ

ム
採

取
業

に
対

し

て
、

政
府

に
よ

る

援
助

が
実

施

さ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

の
で

あ

る
。

一
九

八

二

年

に

は
、

オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

局

に
よ

る

ゴ

ム
開

発

計

画

が
実

施

さ

れ
、

約

五

〇

エ
ー
カ

ー

の
土

地

に
ゴ

ム

の
苗

木

が
植

え
ら

れ

た
。

そ

の
後

、

一
九

九

二
年

ま

で

に
、

ゴ

ム

の
木

の
植

え

替

え

や

ゴ

ム
畑

の
開

拓

を

行

う

ゴ

ム

小
農

開

発

庁

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実

施

さ

れ

た
。

そ

の
他

に
、

ヤ

ギ
飼

育

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(6
)

の
援

助

や

養
魚

池

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

も
実

施

さ
れ

て

い
る
。

　

こ

の
よ

う

な
開

発

計

画

は
、

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ

ト
を

中

心

と
し

た

「
上

の
人

々
」

を

そ

の
対

象

と
し

て
実

施

さ
れ

て

い
た
。

開

発

対
象

を

村

レ

ベ

ル
で
決

定

す

る

の
は
、

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ

ト
を

は

じ

め

と

す

る
ア

ダ

ッ
ト

・
リ

ー
ダ

レ
た

ち

で

あ

っ
た
。

開

発
援

助

を

受

け

た

ゴ

ム

畑

を

比

較

し

て

み

る
と

(表

二
参

照

)、

「上

の
人

々
」

の
占

め

る
割

合

が

多

い

こ
と

に
気

づ

く

。

　

し

か
し

な

が

ら
、

d
]≦
Z
O

(d
巳
8
山
]≦
巴
餌
く
ω
Z
蝉
江
o
づ
餌
一
〇
円ぴq
蝉
巳
-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(7
)

N
9
餓
o
『

統

一
マ

レ
ー
人

国

民
組

織

)

の
ド

リ

ア

ン

・
タ

ワ

ー
村

支

部

長

を

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ
ト

の
息

子

テ

イ
カ

(
§

ぎ

袖
)

が

就

任

す

る

よ
う

に
な

る

と
、

そ
れ

ま

で

の

バ
テ

ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ

ト
を

中

心

と
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(8
)

た

「
上

の
人

々
」

へ
の
開

発

の
集

中

に
変

化

が

見

ら

れ

る
よ

う

に
な

る
。

　

一
九

九

〇
年

代

に
な

る

と
、

オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ

局
中

心

の
開

発
計

画

は

終

息

し

、
⊆

≦
Z
O

や

臼
内
〆
区

(冨

乏
9。
富
づ
評
二
鋤
紹

内
①
ヨ
P
冒
鋤
⇒

畠
蝉
口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(9
〕

内
①ω
Φ
訂
ヨ
讐
鋤
p
閑
⇔
目
b
§

ゆq
H
村

落

開
発

・
保

安

委
員

会

)

な

ど

の
別

の

機

関

か
ら

の
援

助

が

増
加

し
た

。

そ

れ

は
、

バ
テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ

ト
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の
開
発
計
画

の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
が
終
息

し
た
こ
と
を
意
味

し
て

い
た
。
最
貧
民
層

へ
の
家
屋
援
助
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、

一
九
九
二
年

と

一

九
九
六
年

の
総
選
挙
の
年

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九

一
年

に

は
、
総

理
府

が
ス
ラ
ウ

(°・ミ
§
ミ
"
礼
拝
所
)

の
建
設

(幼
稚

園

の
建
物

の
二
階
)
と
イ

ス
ラ
ー
ム
宣
教
役
人
の
事
務
所
兼
家
屋

の
建
設
を
行

っ
て

い
る
。

　

一
九

九
〇
年

代
に
は
、

「下

の
人
々
」
の

一
部
に
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

が
出
現
し
、
イ

ス
ラ
ー
ム
局
や
半
官
半
民

の
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
で
あ
る
プ

ル
キ
ム

(勺
国
幻
内
囲竃

H
マ
レ
ー

シ
ア

・
イ

ス
ラ
ー
ム
福
祉
協
会
)
経
由

の
援
助
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
具
体
的
に
は
援
助
金
や

ニ
ワ
ト
リ

小
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、

一
九
九
八
年

現
在

の
と
こ
ろ
村
内

の

経
済

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な

い
が
、
将
来
的
に
行

わ
れ

る
で
あ

ろ
う
開
発
計
画

は
村
内

の
政
治
経
済

に
影
響
を
も
た
ら
す
に
ち
が

い
な
い
。

　
2
　

ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
経
済

　
今
日

の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
の
生
業
は
、
ゴ
ム
採
取
、
ド
リ
ア
ン
、

ラ
ン
ブ

ー
タ

ン
、
バ
ナ
ナ
、
野
菜
と

い
っ
た
換
金
作
物
栽
培
を
中
心
と
し

た

「農
業
」
、

ラ
タ

ン

(籐
)、
プ

タ
イ
、
香
木

(題
ぎ

ミ
)
、
蜂
蜜
な

ど

の
森
林
産
物

の
採
集
活
動
、
イ

ノ
ブ
タ
、

サ
ル
、
リ
ス
、
野
鳥
、
陸
亀
、

大
ト
カ
ゲ
、
ヤ

マ
ア
ラ
シ
、

ヘ
ビ
、
カ

エ
ル
な
ど
の
狩
猟
活
動
、
川
魚

な

ど
の
漁
携

活
動
、
華
人
や

マ
レ
ー
人
を
雇

い
主

(頭
家

ミ
ミ
ぎ
)
と
し
、

「
苦
力

(瀞
ミ
帆)
」
と
し
て
働
く
旦
雇
い
労
働

(道
路
工
事
、
家

屋
建
設
、

ゴ
ム
採

取
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
な
ど

の
農
業
労
働
な
ど
)
、
そ
し
て
、

工

場
労
働

や
出
稼
ぎ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
他
に
、
自
給
食

と
し
て
の

キ

ャ
ッ
サ
バ
や
野
菜
の
栽
培
も
行

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
養
魚
池

で
の
魚

の
養
殖
、
鶏
な
ど

の
家
禽

の
飼
育
も
行

っ
て
い
る
。

　
か

つ
て
の
村
人
の
祖
先
た
ち

の
生
業
は
、
狩
猟
採
集
活
動
と
焼
畑
耕
作

が
主
流
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
過
去

の
生
業
と
の
比
較

で
、
今
日
の
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
生
業

の
特
色
を
述

べ
る
な
ら
ば
、
換
金
活
動

の
主
流

化
と

「
生
存

の
経
済
」

の
周
縁
化

で
あ
る
。
貨
幣
経
済

の
流

入

に
よ

っ

て
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
生
業

・
経
済
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

そ
れ
を
象
徴
す
る

の
が
、

一
九
七
〇
年
代
中
頃
に
起

こ

っ
た
水
田
耕
作

の

廃
止
と
ゴ
ム
採
取
の
拡
張

で
あ

っ
た
。

　
ヌ
グ

リ

・
ス
ン
ビ
ラ
ン
州

に
お

い
て
、
水
田
耕
作

の
衰
退
を
も
た
ら
し

た

の
は
ゴ
ム
の
導
入
で
あ

る
と
加
藤

[国
焉

o
お
㊤
昌

は
述

べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10
)

ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
の
場
合

に
も
、

そ
う
し
た
傾
向
は
あ
て
は
ま
る
。

水
田
耕
作

の
廃
止
と
平
行
し

て
、
ゴ
ム
の
開
発
が
進
行
し

て
い
た
た
め
、

米
を
自
給

に
頼

っ
て

い
た
人

々
は
ゴ
ム
採
取
で
稼

い
だ
現
金
で
米
を
購
入

す
る
よ
う
に
変
化
し
て

い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
今
日

の
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村

の
人
々
に
と

っ
て
は
、
ゴ

ム
採
取
、

「
農
業
」、
狩
猟
採
集
活
動
、
旦

雇
い
労
働
な
ど
の
生
業
活
動
の
大
半
が
、

「
現
金
を
探

す
」

(§
適

ミ
o
亮

博
§
註

§

蹄
二
〇
〇
臨
口
ひq
-
{o
腎
ヨ
o
口
①
く
)

[O
h
　
〔Ψ○
フ角国
ω
　
一
㊤
◎Q
①
]
こ
と
を
目
的

と
す
る
活
動

で
あ

る
。
「
現
金

を
探

す
」
こ

と

は

狩

猟

採

集

活

動

に

お

け

る

「食

物

を

探

す
」

(§
識

ミ
幕
§

)

こ
と
と
同
じ
だ
と
人

々
は
言
う
。

つ
ま
り
、

そ
の
く

ら

い
に

貨
幣
経
済

は
彼

ら
の
社
会

に
浸
透

し
て

い
る
の
で
あ
る
。
表

面
的

に
は

「
生
存

の
経
済
」
に
見
え
る
狩
猟
採
集
活
動

も
、
そ

の
内
実
は
貨
幣
経
済
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(11
)

に
組
み
込

ま
れ
た
換
金
活
動

へ
と
そ
の
質

が
変
化
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う

に
、
今
日
の
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
生
業

と
経
済
は
、
貨

幣
を
中
心
と
し
た
も

の
に
な

っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
最

も
安
定
し
た
現

金
収
入
を
も
た
ら
す
生
業

が
ゴ

ム
採
取
と
ド
リ

ア
ン
の
収
穫

で
あ
る
。
そ

こ
で
次
に
、
ゴ

ム
採
取

に
よ
る
収
入
と
ド
リ
ア
ン
収
穫
に
よ
る
収
入
を
、

「
上

の
人

々
」
と

「下

の
人

々
」
で
比
較
し
、
ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の

経
済
関
係

を
明
ら

か
に
し
よ
う
。
さ
ら

に
、
補
足
的
情
報
と
し
て
、
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
世
帯
状
況

を
、

「上

の
人
々
」
と

「
下

の
人

々
」
と

の
間
で
比
較

し
た
も

の
を
示
す

こ
と

に
す
る
。

　
3
　
ゴ

ム
と
ド
リ
ア

ン

　
ゴ
ム
畑
は

い
く
ら
多
く
所
有

し
て
い
て
も
ゴ

ム
採
取

の
作
業

を
行
わ
な

け
れ
ば
換
金
で
き
な
い
。
ゴ
ム
に
よ
る
収
入
は
、
実
労
働
を
反
映
し

て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ド
リ
ア

ン
畑

は
多
く
所
有
し
て
い
れ
ば

い
る
だ
け
収
入
に
反
映
す
る
。

し
か
も
、
ド
リ
ア
ン
の
場
合

に
は
、
畑

の

規
模
よ
り
も
ど
の
く
ら

い
多
く
の
ド
リ

ア
ン
の
木
を
所
有
し
て

い
る
か
と

い
う
こ
と
が
収
入
に
関
係
し
て
く
る
。
ド
リ
ア
ン
は
そ
れ
が
熟
し
て
落
ち

て
く
る
の
を
集
め
て
、
ド
リ
ア
ン
卸
売
業
者

(ミ
ミ
ぎ

§

註
§

)
に
売
却

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
換
金
さ
れ
る
。
ゴ

ム
採
取
作
業

の
よ
う
な
労
働

は
基

本
的
に
は
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
ド
リ
ア
ン
畑
は
、
ゴ
ム
畑
と
比
較

す
る
と
継
承
財

と
し

て
の
意
味

が
強

い
。
祖
先
、
祖
父
母
、
親
な
ど

の
上
位

の
世
代

の
人
々
が
植
え
た

(あ
る

い
は
森

で
発
見
し
た
)
ド
リ

ア
ン
の
木
が
、
子
孫
の
財
産

と
な

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。
ゴ

ム
の
木
の
場
合

に
は
、

ゴ
ム
の
苗
木
を
植

え
て
か
ら
七
年

ほ
ど
成
長
を
待
た
な
け
れ
ば
ゴ
ム
採
取
は
で
き
な

い
。

そ
の
ゴ
ム
の
木
は

約

四
〇
年

ほ
ど
ゴ
ム
採
取

に
耐

え
ら
れ

る
と
言

わ
れ
て

い
る
。
そ

の
後

は
、
老
木
と
し
て
伐
採
さ
れ
売
却
さ
れ
る
。
ド
リ
ア
ン
の
木
は
継
承

で
き

る
が
、
ゴ
ム
の
木
は
継
承
で
き
な

い
の
で
あ

る
。

　
ゴ

ム
採
取

と

ド
リ

ア

ン
収

穫

に

つ

い
て
、
「
上

の
人
々
」
と

「
下

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12
)

人

々
」

の
間
の
収
入
を
比
較

し
て
み
る
と
、
明
ら
か
な
格
差
が
見
ら
れ
る

(表
三

お
よ
び
表

四
参
照
)。
以
下
、
詳

し
く
見

て
い
こ
う
。

　
ゴ

ム
に
つ
い
て
の
上
位
世
帯
を
見
て
み
る
と
、
ム
ン
ト
ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ

ト
の
子
孫

(
一
、
五
、

八
、
九
)、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と
ジ

ェ

ナ
ン

こ
・、
サ
イ
の
キ
ョ
ウ
ダ

イ

(
=
二
、

一
四
、

一
九
、

二
四
、
二
五
)
、

ム
ン
ト
ゥ
リ

・
レ
ワ
ッ
ト
の
弟

の
子
孫

(二
八
)
、

ム
ン
ト
ゥ
リ

・
グ

ム

ゥ

(三
五
)
な
ど
世
帯
が
目
立

つ
。

い
ず

れ
も
、
称
号
保
有
者
お
よ
び

そ

の
近
親
者

の
世
帯

で
あ
る
。

い
ず
れ

の
世
帯
も
、
多
く
の
ゴ

ム
畑
を
所
有

し
て
い
る
。
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と
確
執

の
あ
る
息
子
テ

イ
カ
の

世
帯

(
一
八
)
の
数
値
が
低

い
の
は
、
華
人
に
ゴ

ム
畑
の
ほ
と
ん
ど
を
賃

貸
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(賃
貸
料
は

一
年
契
約

で
約
三
、
○
○
○
リ
ン

ギ

ッ
ト

・
マ
レ
ー
シ
ア
)
。
テ

イ
カ

の
世
帯
の
ゴ
ム
採
取
業

は
、
実
際

に

は
彼
の
妻
や
子
供
た
ち
が
行

っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た

「上

の
人

々
」
の
世
帯

に
対
し

て
、
「
下

の
人
々
」
の
上
位

世
帯
を
見

る
と
、

い
ず
れ
も
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
指
導

に
従

っ

て
い
る
世
帯

(四
〇
、

四

一
、
四
五
、
五
五
、
六

一
)
で
あ
る
。
彼
ら
は

「
下
の
人
々
」

で
は
あ
る
が
、
「
上
の
人

々
」
と
対
立
す
る
こ
と
は
な
く
、

逆

に
積
極
的

に
交
流
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ゴ
ム
採
取
業

に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
者

の
世
帯

(四
六
、
五
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一

表3

金額(RM)

　　 3624

　　　 159

2148.2

　　　　　0

1376.4

1032.8

　　537.8

4446.2

10801.5

1509.55

zees.　z

5077.4

5641.8

4617.5

　 434.4

　　151.2

　　　　　0

1477.96

5199.6

　　752.5

　　577.5

　　173.5

　　　　75

4796.6

1017.1

iiso.s

139.65

7677.3

2228,7

1891.65

1970.5

　　　　　0

　 479.2

　　394.8

2554.3

1931.4

　　125.4

　　 2952

　　　 787

　　　1370

　　　　145
　　　　96

1833.9

　　822.4

　　852.1

1284.46

2295.7

7564.6

1242.75

2914.85

　　　　　0

　　　　　0

　　724.4

　　 25.8

1025.95

　　　　　0

iOOO.　i

　　　　　O

　　　　　O

　　　　39

　　　　　0

　　550.2

　　678,9

107194.61

重量(kg)

　　2377

　　　ios

1372.5

　　　　 0

　　 908

　　 674

344.5

　　2938

7718.5

1076.5

　　1986

　　3443

　　3575

　　2911

　　 213

　　　 97

　　　　 0

805.6

　　3488

　　 472

　　　329

　　　 93

　　　 46

z70s.　z

si7.　s

836.5

　　　105

　　5320

1462.5

1330.5

　　izsz

　　　　 O

　　 272

　　　243

　　1653

　　1390

　　　io2

　　2063

　　　694

　　1171

　　　 70

　　　 63

1338.5

　　　608

　　　567

672.2

　　1329

　　1698

649.1

　　2145

　　　　 0

　　　　 0

　　　532

　　　 zo

　　　701

　　　　 0

671.5

　　　　 0

　　　　 0

　　23.5

　　　　 0

　　　437

423.3

68072.5

ゴム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

金額(RM)

10873.15

　 zosr.e

　 5319.6

　 2091.5

　　 .:.

2923.15

3563.81

8719.56

　 8993.2

　　　2048

　 5889.6

6859.66

10258.25

36906.22

　　　46.9

7067.84

　　　5744

　 550.96

14035.05

　 2441.5

4987.73

4410.68

　 3844.7

14738.1

9743.82

3025.71
　　　　　 0

14976.81

　 597.05

　 131.44

　　　　　 0

　　1427.9

　　 404.4

4368.74

18119.1

　　　　　 0

4949.75

5111.59

　 2553.7

2423.45

4495.85

　　　　　 0

　　 396.2

　　　 1970

6262.05

　 5598.1

　　　　　　0

　　　　　 0

　　1124.6

3575.65

　　　　　　0

　　　　　　0

　　 718.9

　　 473.7

　 3461.4

1313.49

　　　　　 0

　 1033.1

　　 313.2

　　 122.7

　 4224.4

　　 501.5

　　　　　 0

276381.61

重量(kg)
1'1:

2171

5724

2440

9042

3104

3723

9360

9794

2238

6361

7149

ユ0760

39214

　　　51

7379

6084

　　545

14897

2553

5379

4699

4081

15515

io20s

3274

15876

　　ssz

　　ias

1590

　　415

4597

19307

5173

5338

2560

2505

4775

　　401

2038

6648

5859

1248

3735

　　784

　　523

3693

1380

1055

　　324

　　133

4b23

　　622

292576

 

帯
号

世
番

　i

　2

　3

　4
　5

　6

　7

　8

　9

io

ii

12

13

is

16

16

17

is

19

zo

21

zz

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

46

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

s1

62

63

注)ゴ ムのデ ータは、1997年2月 か ら1998年1月 ま
で の村 内 ゴム仲 買店 にお け る集 計調査 に基 づ

く。ドリア ンのデー タは、1997年10月 か ら1997年
iz月 の ドリア ン収 穫期 に お ける集 計調 査 に基

づ く。

 

○

)

を
含

む

「下

の
人

々
」

の
上

位

世

帯

の

ほ
と

ん

ど

は
、

バ

テ

ィ

ン

・

ド

ゥ
ラ

マ
ン
や

ジ

ェ
ナ

ン

・
キ
チ

ョ
イ

の

子
供

た

ち

の
世

帯

で
あ

る

(ア

リ

派

)
。

ゴ

ム
畑

が

少

な

い
新

居

住

者

ア

キ

・
マ
イ

ン
派

の
世

帯

は
、

「
上

の
人

々
」

に
従

っ
て

い
る

世

帯

(六

一
)

を

除

い

て
、

低

い
数

値

で

あ

る
。

彼

ら

の

ほ

と
ん

ど

は
、

日
雇

い
労

働

に
従

事

し

て

い
る
。

　

ド

リ

ア

ン

に

つ
い

て
見

て

み
る

と
、

「
上

の

人

々
」

で

は
、

ム

ン

ト

ゥ

リ

・
レ

ワ

ッ
ト

の
子

供

(
一
、

八
、

九

)
、

マ

ン
ク

ゥ

・
ウ

ジ

ャ

ン

の

子

供

(
一
二
)
、

バ

テ

ィ

ン

・
ジ

ャ

ン
グ

ッ

ト

の

キ

ョ
ウ

ダ

イ

(
=

二
、

一

四
、

一
九

、

二

四
)
、

ム

ン
ト

ゥ
リ

・
レ
ワ

ッ
ト

の
弟

の

子

孫

(
二

八
)
、

ム

ン
ト

ゥ
リ

.・
グ

ム

ゥ

(三

五
)

と

ジ

ェ
ク

ラ

・
ア
サ

ン

(三

六
)

の
世

帯

が

上

位

を

占

め

て

い

る
。

一
方

、

「
下

の

人

々
」

を

見

て

み

る

と
、

ジ

ェ
ク

ラ

・
ポ

ヤ

ン

の

娘

(四

〇

)
、

バ

テ

ィ

ン

・
ド

ゥ

ラ

マ

ン

の
息

子

(四
三
)
、
ジ

ェ
ナ

ン

・
キ
チ

ョ
イ

の
息

子

(四

七
)
と
娘

(
四
八
、
五

〇
)

の
収
入
が
目
立

つ
。

四
三
は
狂
人

(o
§
鑓

偽
§

)
で
あ

る
の
で
、

兄

で
あ
る
四
五
の
世
帯
収

入
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、
四
八
の
夫
は
華
人

で
、
単
価

の
高

い
ド
リ
ア
ン
を
栽
培
し
て
い
る
の
で
、
収
入
が
多

い
。

ア

キ

・
マ
イ

ン
派

(
五
七
、
六
〇
、
六

二
、
六

三
)
は
、
ア

キ

・
マ
イ

ン

(五
七
)
所
有

の
ド
リ
ア

ン
の
木

か
ら
の
収
入

の
み
で
あ

る
。

　

ド
リ
ア

ン
に
よ
る
収
入
は
、
実
労
働
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
が
置
か
れ

た
親
族
関
係
が
大

い
に
関
係

し
て
い
る
。
か

つ
て
の
ア
ダ

ッ
ト

・
り
ー
ダ

ー
た
ち

の
子
孫
の
世
帯
が
ド
リ
ア
ン
収
入
の
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
逆
に
、
若
夫
婦
の
世
帯
は
ド
リ
ア
ン
の
木
を
所

有

し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合

で
も
、
運
搬
作
業
を
手
伝

う
な
ど
し

て
、
た
と
え
ド
リ
ア
ン
の
木
を
所
有
し

て
い
な
く
て
も
、
所
有
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者

と
親
族
関
係

が
あ
れ
ば
ド
リ
ア
ン
収
穫
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
ゴ

ム
に
よ
る
収
入
が
定
期
収
入
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ド
リ
ア
ン
に
よ
る

収
入
は
ボ
ー
ナ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
ム
に
よ
る
収
入

に
は
実
労
働
が
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

映
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、

ド
リ
ア
ン
に

表4　 「上の人々」 と 「下の人々」の比較(一 世 帯あたりの平均値)

ドリア ンゴム

金額(RM)

2121.24

1019.42

i701.　 s

重 量(kg)

1409.06

546.63

10so.5a

金額(RM)

6112.14

1583.68

4387.01

重 量(kg)

　　　6470

1676.92

.,..1・

「上の人 々」

「下の人 々」

村 全体

RM:Ringgit　 Malaysia

よ
る
収
入
に
は
親
族
関
係

が
反
映
し
て

い

る
。

一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
値
を

「
上
の

人
々
」
と

「下

の
人
々
」

で
比
較
し
て
み

る
と

(表

四
参
照
)
、
ゴ

ム
に
よ
る
収

入

で
は

「上

の
人
々
」
が

「
下

の
人
々
」
の

約
四
倍

で
あ
る

の
に
対
し

て
、
ド
リ
ア
ン

に
よ
る
収
入

で
は

「上

の
人
々
」
が

「下

の
人
々
」

の
約
二
倍

で
あ

る
。

こ
の
倍
率

の
差

は
、
実
労
働
、
畑

の
所
有
率
、
収
入

の
性
質
な
ど
が
そ
の
原
因
と
し
て
考

え
ら

れ
る
。

　

「上

の
人
々
」
と

「下

の
人
々
」
の
間

の
格
差
以
外

に
、

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く

こ

と
は
、
ア
ダ

ッ
ト

・
リ

ー
ダ

ー

た
ち

(及
び

そ
の
近
親
者
)
の
世
帯

の
収

入

の

多

さ
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
「
上

の
人

々
」

の
間

で
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
、
階
層
化

が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
、
個

々
の
世
帯

の

分
析

か
ら
か
ら
窺
え

る
の
で
あ
る
。

パ
テ

イ
ン

一
族
を
中
心

に
富
が
集
中
す
る
現
象
は
、

オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
の
村

々

で

一
般
的

に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
で
は
そ

う
し
た
富
の
集
中
が
よ
り
顕
著

に
見
ら
れ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
強
調

し

て
お
き
た

い
。

　
最
後

に
補
足

す
べ
き
こ
と
は
、
ゴ
ム
と
ド
リ

ア
ン
に
よ
る
収
入
が
少
な

い
か
ら
と

い
っ
て
、
総
収

入
が
そ
れ
だ
け
少
な

い
と

い
う
わ
け
で
は
な

い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ム
や
ド
リ
ア
ン
に
よ
る
収

入
が
少
な

い
世
帯

で

は
、
森
林
産
物

の
採
集
活
動
や
旦

雇
い
労
働
な
ど
で
家
計
収
入
を
補

っ
て

い
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
生
業
に
よ
る
収
入
が
主

と
な
り
、
ゴ
ム
と
ド

リ
ア

ン
に
よ
る
収
入
は
副
収
入

に
す
ぎ
な

い
と

い
う
世
帯
も
存
在

し
て
い

る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
安
定
し
た
現
金
収
入
を
望
め
る
ゴ
ム
採
取

が
主
生
業

の
位
置
を
占

め
、
比
較
的
規
模

の
大
き
い
ド
リ
ア
ン
の
収
穫
が

見
ら
れ
る
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
経
済
状
況
の
な
か
で
は
、
ゴ

ム
と
ド

リ
ア
ン
に
よ
る
収

入
を
指
標
と
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
妥
当
で

あ
る
と
考
え

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ゴ
ム
と
ド
リ
ア

ン
に
見
ら
れ
る
収

入
格
差
が
、
次

に
示
す

「
上

の
人
々
」
と

「
下
の
人

々
」
の
世
帯
状
況
の

相
違

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

4
　
世
帯
状
況

　
電
気
と
水
道

に

つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
全
体
の
統
計
デ
ー
タ
が

存
在

し
て
お
り
、
電
話

・
テ

レ
ビ

・
ビ
デ
オ

・
ラ
ジ
オ

・
冷
蔵
庫

・
自
動

車

・
バ
イ
ク

・
自
転
車

に
つ
い
て
は
、
都
市
部
と
農
村
部

の
デ
ー
タ
を
含

む
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
全
体
と

マ
レ
ー
半
島
全
体

の
普
及
率

の

一
九
九

一
年

現
在

の
統
計
デ

ー
タ
が
存
在

す
る

(表
五
参
照
)
。
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目

は
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急
激

に
普

及
す
る
も

の
で
あ

り
、

一
九
九

一
年

の
デ
ー
タ
と

一
九
九
七
年

の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
の
デ
ー
タ
を
単
純

に
比
較
す
る
こ
と
は
危
険
で

あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
承
知

の
上

で
、
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
経
済

状
況

の

一
端

を
示
す
た
め
に
、
あ
え

て
比
較

し
て
み
る
。

　
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
全
体

の
普
及
率
と
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
全
体

の
普

及
率
を
比
較

す
る
と
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
普
及
率
が
大
き
く
上
回

っ

て

い
る
こ
と
が
分

か
る
。
「
上

の
人

々
」
の
普

及
率

は
さ
ら

に
オ
ラ

ン

・

ア
ス
リ
全
体

を
上
回

っ
て

い
る
。
都
市
部

の
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
の
普
及
率

と
の
比
較

に
お

い
て
も
、
農
村
部

の
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
全
体

の
普
及

率

は
、

い
く

つ
か
の
品
目

で
上
回

っ
て
お
り
、
「
上

の
人
々
」

の
普

及
率

の
場
合

に
は
、
都
市
部

の
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
の
普
及
率
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な

い
か
上
回

っ
て

い
る
品

目
も
存
在

す
る
。

「上

の
人

々
」
の
場
合

の

普
及
率
は
、
都
市
部

の
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
の
普
及
率
と
同
様
に
、

マ
レ
ー

半
島
全
体

の
普

及
率

に
接
近
し
て
い
る
。

　

「下

の
人

々
」

の
普

及
率
は
、

オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
全
体

の
普
及
率

に
接

近
し
て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
。

し
た
が

っ
て
、
「
下

の
人
々
」
の
生
活
状

態
は
、

オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
全
体

の
中

で
は
、
「平
均

的
」

と
も
言
え

る
。

し
か
し
、
同
じ
村
内

に
住
む

「上

の
人
々
」
と
比
較
す
る
と
、
彼

ら
の
生

活
状
態
が
困
窮
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
は
な
ぜ
な

の
か
。
そ
れ
は
、

単
純

に
相

対
的

な
問
題
な

の
か
。

し
か
し
、

(
マ
レ
i
人
、
華
人
、
イ

ン

ド
人
な
ど

の
他
の
民
族
を
含
む
)

マ
レ
ー
半
島
全
体

の
普
及
率
と
比
較
し

た
場
合
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
全
体

の
普
及
率
そ
の
も
の
が
低

い
と

い
う

こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
相
対
的
な
困
窮

と
い
う
見
解

は
単
純
す
ぎ
る
よ
う

で

あ
る
。
逆

に
、
「
上

の
人
々
」
が
富
裕

に
見

え
る

の
も
、
ド
リ

ア
ン

・
タ

ワ
ー
村
内
に
お

い
て
の
み
で
あ
り
、

マ
レ
ー
半
島
全
体
を
考
慮
す
る
と
、

彼
ら

の
生
活
状
態
が
必
ず

し
も
豊

か
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
。

　

こ
こ
で
の
目
的

は
、
「
上

の
人
々
」

と

「
下

の
人

々
」
と

の
間

の
世
帯

状
況

の
相
違

を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
上
の
人
々
」
と

「
下

の
人
々
」

の
普

及
率

を
比
較
す
る
と
、
ビ
デ
オ

の
項
目
を
除
け
ば
、
「
上

の
人
々
」

が

「下

の
人

々
」
よ
り
高

い
普

及
率

を
示
し

て
い
る
。
「
下

の
人
々
」
の

ビ
デ

オ
の
普
及
率
が
高

い
理
由

は
、

ア
キ

・
マ
イ
ン
派

の
世
帯
が
華
人
が

雇

い
主

の
旦

雇
い
労
働
を
行

い
、
華
人

の
雇

い
主

か
ら
ビ
デ

オ
を
贈
り
物

と
し
て
受
け
取

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者

の
世
帯
調
査

で
は
、
そ
れ

ら
の
世
帯

の
な
か
で
、
電
気
が
通

っ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
デ

オ
を
所
有
し
て

い
る
世
帯
が
複
数
存
在
し
て

い
た
。
ま
た
、
最
貧
民
開

発

計

画

(℃
℃
菊
↓

"
ぽ

ミ
ミ

謹

ミ
貯
辱

謡
§

肉
轟
電
ミ

§

博§
馨

ミ
)

の
家

屋
援
助

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
分
配

は
、
「
下

の
人
々
」
が
高

い
比
率

で

受
給

し
て
い
る
。
こ
う
し
た

「
上
の
人

々
」
と

「下

の
人
々
」

の
世
帯
状

況
の
相
違
は
、
ゴ
ム
と
ド
リ
ア
ン
に
よ
る
収
入
の
格
差
と
連
動
し

て
い
る

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
　
考
察

　
バ

ハ
ロ
ン
は
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

に
お
け
る
称
号
継
承
過
程
を
、

「
村
人
が
主
張

す
る
母
系

の
ア
ダ

ッ
ト
が
規
範

に
過
ぎ
ず
、
実
践
と
し
て

は
母
系

の
原
理

で
は
継
承
さ
れ
て

い
な

い
」
と
し
て
、
母
系

の
ア
ダ

ッ
ト

の
形
骸

化
を

強
調
す

る
た

め

に
例
証

し

て

い
る

[bd
詫

〉
幻
o
z

ち
刈
ω
"

一
器
-
H卜。
巴
。
た
だ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
村
人
が
絶

え
ず
称
号
継

承
過
程

に

お
い
て
母
系

の

ア
ダ

ッ
ト

を
意
識

し

て

い
る
こ

と
も
指

摘
し

て

い
る
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表5世 帯状 況

マ レー半島

全体

オラン ・アスリ
全体

農村部の
オラン ・アスリ

都市部の
オラン・アスリ

34.0覧

82.196

32.6%

78.3%

63.5%

34.2%

62.9Ai

36.2%

46.4%

6.o%

37.6%

7.3%

52.7%

is.　i%

7.9%

35.8%

 

一

i.s%

30.7%

3.496

49.3%

8.3%

4.1%

35.0%

29.696

75.8%

28.7%

72.2%

59.5%

29.2%

39.8%

ドリアン ・

村全体

タ ワー

6.is人

　 2.43

20.6%

57.196

73.0%

71.4%

46.0%

65.跳

15,9%

71.4%

22.2%

　 7.96

14.3%

84.196

「下の人々」

6.21人

　 1.96

45.8%

37.5%

50.0瓢

25.0%

12.5%

45.896

20.8%

58.3暢

　 4.2%

　 o.o%

　 8.3%

75.046

r上の人々」

6,13人

　 2.14

　 5.1%

69.2%

87.2%

100.0%

66.7%

76,9%

　 7.9%

T9.5%

33.3%

i2.　a%

17.9%

89.7%

世帯人数の平均
寝室数の平均
PPRTの比率
ガス台所の普及率
電気の普及率
水道普及率
電話の普及率
テレビの普及率
ビデオの普及率
ラジオの普及率
冷蔵庫の普及率
洗濯機の普及率
自動車の普及率
バイクの薯及率

注)ド リア ン ・タ ワー 村 の デ ー タ は 、 世 帯 調 査 に 基 づ く。 オ ラ ン ・ア ス リの デ ー タは 、Profile

of　 the　 Orang　 Asli　 in　Peninsular　 Malaysia,　 Population　 Census　 Monograph　 Series　 No.3

[Department　 of　 Statistics　 1997]に 基 づ く。
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刈
ω
二

卜。
己
。
こ

の
バ

ハ
ロ
ン
の
指

摘

(称

号
継

承
過
程

に
お
け
る
母
系

ア
ダ

ッ
ト

へ
の
志
向
性
)

は
、

バ

ハ
ロ
ン
の
調
査
以
後

の

ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
に
お
け
る
称
号
継
承
過
程
に
お
い
て
、
よ
り
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
く
。
そ
れ
は
、

バ
テ

ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派

(
「上

の
人
々
」

の
中
核
)

へ
の
称
号
保
有
者

の
集
中
で
も
あ

っ
た
。
筆
者

の
調
査
時

に
お
い
て
は
、
称
号
継
承
は
母
系

の
原
理
で
行
う

べ
き
と

い
う

規
範
が
見
事
な
ま
で

に
実
践
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
た

の
で
あ
る
。

　

一
時
は
、

ア
リ

の
影
響
力

の
な
か
で
、

ア
リ
派

へ
の
称
号

の
集
中
が
見

ら
れ
た
が
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が

バ
テ
ィ
ン
の
称
号
を
継
承
し

て
以
降
、

レ
ワ
ッ
ト
派

(現

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派
)

へ
の
称
号

の
集
中
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

そ
れ
は
、
称
号
継
承
と

い
う
文
脈

で

は
、

レ
ワ
ッ
ト
派
、

つ
ま
り
、
初
代

バ
テ
ィ
ン

・
バ

ニ
ン
の
正
統

な
る
称

号
継
承
者

た
ち
の
復
権
の
物
語
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派

へ
の
称
号

の
集
中
と
、

バ
テ

ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
を
仲
介
者
と
す
る
開
発
計
画

の
推
進
が
、
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
i
村

で
は
平
行

し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
ア
リ
派

の
人
々
は
、
家

屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
ゴ
ム
開
発
に
対

し
て
、
当
初
不
参
加
を
表
明
し

た
た
め

に
、
結
果
的
に
、
開
発
計
画
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
。
開
発
計
画

に
お
け
る
富

の
分
配
は
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派

に
集
中
し
、
そ
う

し
た
経
済
的
な
開
発
や
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
を
後
楯

に
し
た
権
威
を
背
景

と
し
て
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派
が
政
治

的
権
威
を
掌
握

し
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。

　
開
発
計
画
推
進

の
結
果
、
家
屋
建
設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

バ
テ

ィ
ン

・
ジ
ャ
ン
グ

ッ
ト
に
従

っ
た

「上

の
人
々
」
と
、
家
屋
プ

ロ
ジ

ェ
ク
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ト

に
参
加

せ
ず
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
や
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局

に

反
発
し
、
ゴ

ム
開
発

に
興
味
を
示
さ
な
か

っ
た

「
下
の
人
々
」

の
間
に
経

済
的
な
格
差
が
生
じ
た
。
従
来

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
、

レ
ワ
ッ
ト
派

の
人
々
と
ア
リ
派

の
人
々
の
間

に
、
経
済
的
な
格
差
が
生

じ
た

こ
と
に
な

る
。
か

つ
て
、
森
林
産
物

の
採
集
や
狩
猟
活
動
が
、
主
た
る
生
業
で
あ

っ

た
時
代
に
は
、

ア
リ
派
が
主
導
権
を
握

っ
て
い
た
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、

ア
リ
派

へ
の
称
号

の
集
中

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ

ー
村
の
生
業
が
、
政
府
に
よ
る
開
発
政
策

に
よ

っ
て
、
狩
猟
採
集
活
動
か

ら
ゴ
ム
採
取
を
中
心
と
す
る
農
業

へ
転
換

し
た
結
果
、
ゴ
ム
採
取
を
積
極

的

に
導
入
し
て
い
た

レ
ワ

ッ
ト
派
が
、
経
済
的

に
優
位
に
た

っ
た

の
で
あ

る
。

　
今
日
の
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村

の
経
済

を
、
ゴ
ム
採
取

や
ド
リ
ア

ン
収

穫
、
世
帯

状
況
な
ど

の
指
標

で
見

て
み
る
と
、
「
上

の
人

々
」
と

「下

の

人

々
」
の
経
済
的
格
差
は
決
定
的

で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿

で
紹
介
す
る
紙

数
的
余
裕

は
な

い
が
、
教
育
歴

(学
歴
)
の
高

い
子
弟
は

「上

の
人
々
」

に
集
中
し
て
お
り
、
d
罎
Z
O
な
ど
の
役
職

な
ど
も

「
上

の
人

々
」
に
集

中
し

て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
上

の
人

々
」
と

「下

の
人
々
」

の
経
済

的

格
差
は
、
今
後
も
再
生
産
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
上

の
人
々
」
と

「下

の
人

々
」
と

い
う
村
人

の
範
疇
化

は
、
家

屋
建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
契
機
と
し
て
い
た
が
、

レ
ワ
ッ
ト
派
と
ア
リ
派

の
親

族

の
確
執
が
背
景

と
し

て
存
在

し
て
い
る
。
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト

を
リ
ー
ダ

ー
と
す

る
レ
ワ
ッ
ト
派

の
人
々
は
、
開
発
計
画
を
取
り
込
ん
で

い
く
過
程

で
、
母
系

ア
ダ

ッ
ト
の
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
を
用

い
て
、
自
ら

の
称

号
保
有

の
正
統
性
を
主
張
し
、
称
号

に
か
か
わ
る
伝
統
的
な
政
治
的
権
威

や
開
発
に
か
か
わ
る
新

興
の
政
治
的
権
威
を
掌
握
し
て
い

っ
た
。
そ
の

一

方
、
ア
リ
派

の
人
々
は
、
開
発
計
画
か
ら
排
除
さ
れ
、
称
号
も
奪
わ
れ
、

政
治
的
権
威
も
失

っ
て
い

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

「上

の
人
々
」

と

「下

の
人
々
」

と
い
う
範
疇
が
生
成
さ
れ
た
過
程
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に
l
I
人
7後

の
展
望

　
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
歴
史
を
紐
解
く
と
、

一
世
紀
く
ら

い
前

に
、

タ
ン
ピ
ン
方
面

と
い
う
不
明
確
な
と
こ
ろ
か
ら
移
住
し
て
き
た
祖
先

た
ち

の
物
語
か
ら
そ
の
歴
史

は
始
ま

っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
人

々
は
分
裂

や
集

散
を
契
機

と
し
て
移
動
を
繰
り
返
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
占
領
期
や
非
常

事
態
宣
言
期

と
い
う
激
動

の
時
代
を
経
験
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
独
立
後

に
は

「
オ
ラ

ン

・
ア
ス
リ
」
と
い
う
民
族
名
称
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ
し

て
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
職
員
と
し
て
政
府
当
局

と
関
係
し
て
い
た

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が

バ
テ
ィ
ン
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
を
中
心

と
し
た
親
族
集
団

(旧

レ
ワ

ッ
ト
派

の
子

孫
)

に
開
発
計
画
が
集
中

す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
は
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
局
と

い
う
後
楯
を
得

て
、

母
系

ア
ダ

ッ
ト
の

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
利
用
し
、

そ
れ
ま
で
ア
リ
派

に
集
中

し
て
い
た
称
号

を

レ
ワ
ッ
ト
派

(
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
派
)

に
集
中

さ
せ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
時
代
以
前

の
ド
リ
ア

ン

・
タ
ワ
ー
村
は
、

政
府
と

の
結
び

つ
き
を
特
別

に
持
た
な

い
あ
り

ふ
れ
た
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ

の
村

で
あ

っ
た
。

マ
レ
ー
人

バ
テ
ィ
ン

・
シ
ウ
ン
ト

ゥ
ン
の
存
在
を
考
慮

す
れ
ば
、
そ
も
そ
も

「
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
」

か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
も
怪
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し
い
く
ら

い
で
あ

る
。
し
か
し
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が

バ
テ
ィ

ン
に
就
任
す
る
こ
ろ
に
は
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
と
国
家
と
の
関
係
は
大
き

く
変
化

し
、
そ
う
し
た
時
代

背
景

の
な

か
で
、
ド

リ
ア

ン

・
タ

ワ
i
村

は
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と

い
う
仲
介
役
を
得
て
、
開
発

の
モ
デ

ル
村
と

い
う
特
別
な
村

へ
と
変
貌
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

バ
テ
ィ

ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
時
代
以
降

の
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
歴

史
過
程
は
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ
ャ
ン
グ

ッ
ト
経
由

の
政
府
主
導
の
開
発
計
画

が
、
村
社
会

の
階
層
化
を
引

き
起

こ
し
た
物
語

と
し
て
認
識

で
き
る
。
ま

た
、
そ
れ

は
同
時

に
、
政
府

主
導

の
開

発
計
画

の
積
極

的
導
入
を
通

じ

て
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
が
村
社
会

の
中

で
よ
り
強
固
な
政
治
的

権
威
を
掌
握

し
て
い
く
物
語

で
も
あ
る
。

し
か
も
、
そ
う
し
た
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
な
か
で
、
母
系
ア
ダ

ッ
ト
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
称
号
継
承

の
政
治

学

に
お

い
て
利
用

さ
れ
、
強
化

さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
ド
リ

ア
ン

・
タ
ワ
ー
村
で
は
、
開
発
計
画
を
契
機
と
し
て
、

村
人

の
間
に
階
層
化
が
引
き
起

こ
さ
れ
、
そ
れ
が

「
上

の
人
々
」
と

「
下

の
人

々
」
と

い
う
村

人
の
範
疇

で
表

現
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
詳

し
く
触
れ
な
か

っ
た
が
、
「
ア
ダ

ッ
ト

・
グ

ル
ー
プ
」
、

「宗
教
グ

ル
ー
プ
」
、
「
酔
漢
グ

ル
ー
プ
」
と

い
う
村

人
の
範

疇
も
存

在
す

る
。
そ

れ
に

つ
い
て
の
分
析

と
考
察

は
別
稿

に
譲
る

が
、
そ

の
範

疇
化

は
、
「
上

の
人

々
」
と

「下

の
人

々
」
と

い
う
階
層
構
造

が
、
イ

ス
ラ
ー

ム
化
政
策
を
契
機

と
し

て
、
再
編

さ
れ
る
過
程
を
表
現
し
て

い
る
。

　
開
発
計
画

に
よ
り
経
済
力
を

つ
け
た

「
上

の
人
々
」
(
旧
レ
ワ
ッ
ト
派

の
子
孫
)
が
イ

ス
ラ
ー
ム
に
改
宗

し

マ
レ
ー
社
会

へ
の
統
合
あ
る
い
は
同

化
を
果
た
す
な
ら
ば
、
政
府
当
局
が
意
図
す
る
開
発
計
画
は

「成
功
」

の

は
ず

で
あ

る
。
し

か
し
、
実

際
に
は
そ
う
で
は
な

い
。
「上

の
人
々
」

の

多
く
は
イ

ス
ラ
ー
ム

へ
の
改
宗
を
拒
否
し
て
い
る
。
逆

に
、
政
府
当
局

の

当
初

の
意
図
に
反
し

て
、
開
発
計
画
か
ら
排
除
さ
れ
貧
民
化
し
た

「下

の

人

々
」

(旧
ア
リ
派
の
子
孫
)
を
中
心

に
イ

ス
ラ
ー

ム
改
宗
者
が
出
現
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
イ

ス
ラ
ー
ム
改
宗
者
を
中
心
と
し
た

「宗

教
グ

ル
ー
プ
」
や
ア

ル
コ
ー

ル
に
耽
溺
す
る

「酔
漢
グ

ル
ー
プ
」

(新
居

住
者
ア
キ

・
マ
イ

ン
派
)
に
対
し
て
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
を
中

心
と
す
る

「上

の
人
々
」
は
非
イ

ス
ラ
ー
ム
性
を
強
調

す
る
ア
ダ

ッ
ト
を

用

い
る
こ
と
で
自
ら

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
模
索
し
は

じ
め
て

い
る

(
「
ア
ダ

ッ
ト

・
グ

ル
ー
プ
」
の
生
成
)

[。{
°
信
田
　

一
九
九
九
]
。

こ
れ

が
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
現
況
で
あ
る
。

　
村
人

の
範
疇
化
は
、
開
発
や
イ

ス
ラ
ー
ム
化

に
よ

っ
て
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村

の
人
々
の
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
状
況
が
急
激

に
変
化

し
て

い
る
こ
と
を
端
的

に
示
し
て
い
る
。
開
発

に
よ
る
人
々
の
意
識
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化

に
注
目

し
た
本
稿

で
は
、
「
上

の
人
々
」
と

「
下

の

人
々
」
と

い
う
村
人

の
範
疇
化
を
手
が
か
り
に
、
ド
リ
ア
ン

・
タ
ワ
ー
村

の
階
層
化

(具
体
的

に
は
階
層
意
識
の
生
成
)
を
考
察

し
た
。
イ
ス
ラ
ー

ム
化
政
策
を
契
機

と
し
た
村
人

の
範
疇
化
に
つ
い
て
は
、

ア
ダ

ッ
ト
を
め

ぐ
る
政
治
学
と
い
う
脈
絡
の
な

か
で
考
察
す

る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
。

　
付
記

　
本
稿
は
、
財

団
法
人
民
族
学
振
興
会
平
成
七
年
度
渋
沢
研
究
助
成
金
、

富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
小
林
節
太
郎
記
念
基
金
、
そ
し
て
平
成

八
年
度
文
部
省
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ア
ジ
ア
諸

国
等
派
遣
留
学
生
制
度

の
研
究
助
成
を
受
け
、

マ
レ
ー
シ
ア
で

の
滞
在
期
間

(
一
九
九
五
年

一
二
月
か
ら

一
九
九
六
年
二
月
、

一
九
九
六

年
六
月
か
ら

一
九
九
八
年
九
月
)

に
行

っ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ

い
て
い
る
。
調
査

の
実
施
に
際

し
て
は
、
村
の
人

々
を
は
じ
め
、
本
当
に

色

々
な
方
々
の
お
世
話

に
な

っ
た
。
改
め
て
、
感
謝

の
意
を
表

し
た

い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿

は
、

一
九
九
九
年

一
二
月

一
七
日

に
開
か
れ
た
東
京
都
立

大
学
社
会

人
類
学
研
究
会
、
お
よ
び

一
九
九
九
年

一
二
月

一
九
日

に
東
京

学
芸
大
学
で
開

か
れ
た

「
仙
人

の
会
」
で
行

っ
た

口
頭
発
表

に
基
づ

い
て

い
る
。
研
究
会

の
参
加
者
の
方

々
か
ら
は
、
貴
重
な

コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
本
稿

の
草
稿
段
階

で
は
、
伊
藤
眞
先
生
や
社
会
人
類
学
年

報
編
集
委
員
会

の
方

々
か
ら
有
益
な

コ
メ

ン
ト
を

い
た
だ

い
た
。
以
上
、

こ
こ
に
記
し
て
深
謝

の
意
を
表

し
ま
す
。

註(1
)

バ
テ
ィ
ン

・
シ
ウ

ン
ト
ゥ

ン
は
パ

ハ
ン
か
ら
逃

走
し
て

い
た

マ
レ

　

ー
人
戦
士
で
あ

り
、
近
隣
の

マ
レ
ー
人
集
落

に
は
彼
の
親
族
が
住
ん
で

　

い
た
。
ま
た
、
彼
は

ム
ス
リ
ム
で
も
あ
り
、
礼
拝
を
欠
か
さ
な

か

っ
た

　

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(2
)
ダ
ト

・
ア
ブ
ド
ラ

(
パ

ハ
ン
出
身
)
は

バ
テ

ィ
ン

・
シ
ウ

ン
ト

ゥ

　

ン
と
親
族
関
係
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

(3
)
プ
ラ
ド

ン
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン

・
ア
ス
リ
の
人

々
が
水
田
耕
作

や

　

キ
ャ
ッ
サ
バ

・
バ
ナ
ナ
栽
培
を
行
う
た
め
の
耕
作
地
を
、
当
時

の
ジ

ェ

　

ル
ブ

の

U
'
ρ

(U
凶ω巳

9

0
由
o
Φ「
)
が
州

の
森
林
局

に
対
し

て
申

請

し

て
い
る
記
録
が
残

っ
て
い
る

口
諺
切
〉
↓
諺
Z

国
d
↓
>
Z

Z
国
Ω
勾
H

Qo
国
ヌ
切
Hい
>
2

謹
奇
心

Hり
漣
]
。
非
常
事
態
宣
言
期

の
オ
ラ

ン

・
ア
ス

リ
行
政

や
オ

ラ

ン

・
ア

ス
リ

の
人
々
の
状
況

に

つ
い
て
は
、
い
国
〉
鍵

　
ロ
㊤
㊤
呂

を
参
照
。

(4
)
妻
方
居
住
を
基
本
的
な
居
住
規
則
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

(5
)
ト
ラ
ー

に
つ
い
て
は

ス

マ
ッ

・
ブ

リ
を
調
査

し
た
口
蔵

口

九
九

六

二

六
五
-

一
六
六
]
を
参
照
。

(
6
)

一
九
八
六
年

に
は
ヤ
ギ
飼
育

の
援
助
も
行
わ
れ
た
が
、

こ
れ
は
失

敗

に
終
わ

っ
た

(現
在
で
は

一
匹

の
ヤ
ギ
も
村
内

に
は

い
な

い
)。

一

九

八
八
年

に
は
、
五
三
区
画

に
お
よ
ぶ
養
魚
池

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
実

施

さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
「水

の
供
給
が
悪

い
」
、
「
エ
サ
を
買

　
う
資
金
が
な
い
」
、
「
採
算

が
と
れ
な

い
」

な
ど

の
理
由
で
放
置
さ
れ
て

　
い
る
池
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

(
7
)

一
九
八
八
年

に
は
、
村
人
の
大
半

が

d
竃
Z
O

に
入
党
す
る

こ
と

　
に
な

っ
た
。

(
8
)
そ
れ
ま

で
の
開
発

の
ル
ー
ト
は
、
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
を

経
由
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
必
然
的

に
、
開

発
対
象
や
開
発
資
金
は
バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
親
族
や
彼
に
従

　
う

「
上

の
人

々
」

に
集
中

し
て

い
た

の
で
あ

る
。
そ

れ
に
対

し
て
、

d
罎
Z
O

の
支
部
長

に
就
任
し
た
テ
イ
カ
が
新

興
の
指
導
者

と
な
る
こ

　
と
で
、
も
う

一
つ
別
の
開

発
ル
ー
ト
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の

　
で
あ

る
。
テ

イ
カ

の
台
頭

に
よ

っ
て
、
「上

の
人

々
」

の
間

に
微
妙
な

亀
裂
が
生

じ
る
こ
と

に
な
り
、

バ
テ
ィ
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
と
息

子
テ

　
イ
カ
の
確
執
が
表
面
化
す
る
。
そ

の
後
、

ゴ
ム
開
発
に
お
い
て
、
テ
ィ
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カ
と
親
し

い

「
下
の
人

々
」
が
開
発
対
象
と
な

っ
て

い
っ
た
。

(
9
)

一
九
七

二
年
以
降
、

マ
レ
ー

シ
ア

で
導
入

さ
れ
た
制

度

で
あ

る

　
[竃
o
エ
∪

↓
亀

お
㊤
O
"
α
。。
]
。
オ
ラ

ン

・
ア

ス
リ

の
村
落

の
場
合
、
近

隣
の

マ
レ
ー
村
落
に
含
ま
れ
る
形
で
導
入

さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多

い
。

す
な
わ
ち
、
委
員
会

の
大
半

の
メ
ン
バ
ー
は

マ
レ
ー
人
で
あ
り
、
オ
ラ

　
ン

・
ア
ス
リ
は
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
の

一
人

に
任
命

さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ

な
い
。
し
た
が

っ
て
、
援
助

や
開
発

の
決
定
権
は

マ
レ
ー
人
が
実
質

的
に
掌
握
し
、
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
は
部
分
的
恩
恵
を
受
け

る
に
す
ぎ

な

　
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
委
員
会

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
オ
ラ

　
ン

・
ア
ス
リ
村
落

の
文
脈

の
中
で
は
、
権
威
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。
ド

リ
ア

ン

・
タ

ワ
ー
村

の
場
合
、
匂
内
閑
囚

の
メ

ン
バ
ー
に
は
、
バ
テ

ィ

　
ン

・
ジ

ャ
ン
グ

ッ
ト
の
息
子
テ
イ
カ
が
任
命
さ
れ
て

い
る
。

(10
)
た
だ
し
、
ゴ

ム
の
導
入
が
水

田
耕
作

の
衰
退

を
も
た
ら
し
た

と
い

う
認
識

は
ド
リ
ア
ン

・
タ

ワ
ー
村
の
人

々
の
間

に
は
存
在
し
な

い
。

む

し
ろ
、
森
林
伐
採
や
ダ

ム
建
設
な
ど
の
開
発

に
よ
る
森

の
環
境

の
変
化

が
原
因

で
、
森

の
保
水
力
が
低
下
し
、
河
川

に
土
砂

が
流

れ
こ
み
水
位

が
上
昇

し
た
り
、
安
定
し
た
水

の
供
給
が
得
ら
れ
な
く
な

っ
た

こ
と
を

具
体
的
理
由
と
し
て
、
水
田
耕
作
を
廃
止
し
た
と
人
々
は
い
う
。

(
11
)
イ
ノ
ブ

タ
や
リ

ス
を
捕

ら
え
て
は
、
華

人
の
仲
買

人
に
売
却

し
、

そ
れ
に
よ

っ
て
得
た
現
金

で
鶏
肉
や
野
菜
を
購
入
し
て

い
る
彼
ら
の
姿

　
に
そ
れ
が
象
徴
さ
れ
て

い
る
。

(
12
)

一
人
あ

た
り

の
平
均
値
や
中
央
値
な

ど
に
よ
る
比
較

も
考

え
ら
れ

　
る

が
、
本

稿

で
は
家

屋
建

設
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
参

加

し
た
世

帯
群

　
(「
上

の
人
々
」)

と
参
加

し
な

か

っ
た
世
帯
群

(「
下

の
人
々
」
)
の
比

較
を
考
慮
し
て
、

一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
値
で
比
較
す
る
。
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